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平
成
23
年
度

私
た
ち
の
ま
ち
の
主
な
事
業◆

上
野
田
・
ひ
ま
わ
り
の
里
分
譲
地
定

住
促
進
事
業

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
２
９
万
円

　

若
年
夫
婦
や
子
育
て
中
の
世
帯
の
定
住
を

促
進
す
る
た
め
、
土
地
の
購
入
者
に
分
譲
地

購
入
支
援
、
早
期
新
築
支
援
、
子
育
て
支
援

を
行
い
ま
す
。

【
公
共
交
通
の
充
実
】

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
と
利
用

　

促
進

　

…
…
…
…
…
…
…
…
６
，
７
１
５
万
円

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
よ
り
便
利
に
利
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
回
数
乗
車
券
の
販
売

や
各
利
用
者
に
合
わ
せ
た
マ
イ
時
刻
表
を
作

成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
高
生
を
対
象
と
し
た
夏
季
期

間
限
定
フ
リ
ー
パ
ス
券
の
販
売
や
、
運
転
免

許
を
自
主
返
納
さ
れ
た
満
65
歳
以
上
の
方
に

免
許
返
納
日
か
ら
10
年
間
の
無
料
定
期
乗
車

券
を
交
付
し
ま
す
。

に
保
育
所
に
入
所
し
た
場
合
、
第
3
子
以
降

の
保
育
料
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　

…
…
…
…
…
…
…
…
４
，
６
２
７
万
円

　

子
育
て
家
庭
の
相
談
指
導
と
子
育
て
サ
ー

ク
ル
な
ど
へ
の
支
援
、
地
域
の
保
育
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
、
各
保
育
所(

園)

間
の
連
携
を

図
り
ま
す
。

◆
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　

…
…
…
…
…
…
…
…
４
，
２
４
８
万
円

　

中
学
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
に
か
か

る
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
、
子
育
て
家

庭
へ
の
経
済
的

な
支
援
を
行
い

ま
す
。
た
だ
し
、

小
学
校
4
年
生

か
ら
中
学
校
3

年
生
ま
で
の
子

ど
も
に
つ
い
て

は
、
所
得
税
非

課
税
世
帯
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

◆
子
育
て
短
期
支
援
事
業

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
６
万
円

　

保
護
者
の
疾
病
な
ど
に
よ
り
家
庭
で
児
童

を
養
育
す
る
こ
と
が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ

た
場
合
に
、
児
童
養
護
施
設
な
ど
で
児
童
を

預
か
り
、
保
護
者
の
子
育
て
を
支
援
し
ま
す
。

◆
児
童
館
の
整
備

　

…
…
…
…
…
…
…
…
１
，
５
４
６
万
円

【
下
水
道
等
の
整
備
】

◆
浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設
の
改
修

　

…
…
…
…
…
…
１
億
２
，
４
０
０
万
円

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
朝
日
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
機
械
・
電
気
設
備
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

【
宅
地
・
住
宅
の
整
備
】

◆
福
井
の
伝
統
的
民
家
普
及
促
進
事
業

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
０
０
万
円

　

福
井
の
伝
統
的
民
家
を
保
存
し
、
地
域
づ

く
り
や
景
観
づ
く
り
の
普
及
促
進
を
図
る
た

め
、
民
家
の
外
観
や
耐
震
の
改
修
工
事
に
対

し
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
や
が
ん
検
診
な
ど
の
利
用
に

併
せ
て
疾
病
の
早
期
発
見
に
つ
な
げ
、
よ
り

精
密
な
動
画
を
撮
影
し
正
確
な
診
断
を
行
う

た
め
の
デ
ジ
タ
ル
Ｘ
線
テ
レ
ビ
シ
ス
テ
ム
や

胃
が
ん
・
食
道
が
ん
の
早
期
発
見
が
可
能
な
電

子
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
の
入
替
え
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
患

者
の
体
内
の
状
況

を
診
断
し
的
確
な

緊
急
処
置
を
施
す

た
め
、
超
音
波
診

断
装
置（
エ
コ
ー
）

の
導
入
な
ど
を
行

い
ま
す
。

【
子
育
て
・
少
子
化
対
策
の
充
実
】

◆
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
５
０
万
円

　

不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
医
療
保
険
が
適
用

さ
れ
な
い
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
を
行
い

ま
す
。

◆
妊
婦
・
乳
児
健
診
費
の
助
成

　

…
…
…
…
…
…
…
…
２
，
０
８
５
万
円

　

妊
婦
・
出
産
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
妊
婦
・
乳
児
健
診
費
に
対
し
助
成
を

行
い
ま
す
。

◆
す
く
す
く
保
育
事
業

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
０
０
万
円

　

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
第
３
子
以
降
の
３
歳
未
満
児
の
保

育
料
を
無
料
に
し
ま
す
。
ま
た
、
3
人
同
時

【
道
路
網
の
整
備
】

◆
よ
り
安
全
な
道
路
へ
の
改
良

　

…
…
…
…
…
…
…
…
２
億
９
７
０
万
円

　

日
常
生
活
・
産
業
活
動
を
支
え
る
道
路
網

を
整
備
す
る
た
め
、
国
県
道
で
は
、
県
施
工

に
よ
り
国
道
３
０
５
号
や
武
生
米
ノ
線
な

ど
を
改
良
し
ま
す
。

　

町
道
で
は
、
気
比
庄
中
学
校
線
・
北
岩
倉

線
の
道
路･

歩
道
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
馬

場
高
橋
線
な
ど
の
消
雪
設
備
の
更
新
を
行
い
、

冬
季
間
の
円
滑
な
交
通
を
確
保
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
道
の
安
全
性
・
利
便
性
を
向
上

さ
せ
る
た
め
、
災
害
防
除
工
事
や
局
部
的
な

舗
装･

側
溝
改
良
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
保
健
事
業
の
推
進
】

◆
が
ん
検
診
の
実
施

　

…
…
…
…
…
…
…
…
１
，
７
５
８
万
円

　

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
職
場
な
ど
で
検
診

を
受
け
る
機
会
の
な
い
人
を
対
象
と
し
て
、

集
団
検
診
や
無
料
検
診
、
個
別
検
診
を
実
施

し
ま
す
。

◆
特
定
検
診
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施

　

…
…
…
…
…
…
…
…
１
，
０
５
６
万
円

　

40
歳
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
を

対
象
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

着
目
し
た
検
診
と
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

◆
自
殺
防
止
へ
の
取
組
み

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
９
万
円

　

社
会
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
自
殺
の
予

防
に
む
け
た
啓
発
活
動
や
相
談
支
援
を
行
い

ま
す
。

【
医
療
環
境
の
充
実
】

◆
医
療
機
器
の
充
実

　

…
…
…
…
…
…
…
…
３
，
５
６
０
万
円

◆
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進

　

…
…
…
…
…
…
…
…
３
，
７
６
２
万
円

　

町
民
の
「
足
」
と
な
る
路
線
バ
ス
の
維
持
・

充
実
を
図
る
た
め
、
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る

高
齢
者
や
高
校
生
な
ど
の
運
賃
の
補
助
を
行

い
ま
す
。

【
防
災
・
救
急
体
制
の
整
備
】

◆
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
設
備
の
整
備

　

…
…
…
…
…
…
２
億
８
，
３
９
１
万
円

　

災
害
発
生
に
よ
る
危
険
を
い
ち
早
く
周
知

し
、
迅
速
な
避
難
を
可
能
に
す
る
た
め
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
朝
日
地
区
、
宮
崎
地
区
、

織
田
地
区
に
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
設
備

を
設
置
し
、
越
前
地
区
の
既
存
設
備
と
統
合

す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
町
を
カ
バ
ー
す
る
デ

ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
を
整
備
し
ま
す
。

　

小
学
校
低
学
年
児
童
の
健
全
な
育
成
活
動

を
行
う
場
を
確
保
す
る
た
め
、
旧
宮
崎
保
健

セ
ン
タ
ー
を
児
童
館
と
し
て
改
修
し
、
宮
崎

児
童
館
を
移
転
し
ま
す
。

【
高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
】

◆
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
充
実

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
４
２
万
円

　

元
気
な
中
高
年
者
が
地
域
で
自
発
的
に
介

護
予
防
活
動
が
で
き
る
よ
う
、「
介
護
予
防
サ

ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
し
、
地
区
集
落
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
定
期
的
に
「
越
前
つ
る
か
め
体

操
教
室
」
を
開
催
し
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
認
知
症
の
人
の
見
守
り
を
支

援
し
ま
す
。

◆
福
祉
計
画
等
の
策
定

　

…
…
…
…
…
…
…
…
１
，
１
２
０
万
円

　

す
べ
て
の
町
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
自
立
し
た
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
を
作
る
た
め
、
第
2
次
越
前

町
地
域
福
祉
計
画
（
平
成
24
年
度
～
平
成
28

年
度
）
や
、
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
障
が
い

者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
第
2
次
越

前
町
障
が
い
者
計
画
（
平
成
24
年
度
～
平
成

28
年
度
）
を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
経

費
を
推
計
し
、
こ
れ
を
補
う
た
め
の
介
護
保

険
料
の
基
準
額
を
決
定
す
る
た
め
、
第
5
期

介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
24
年
度
～
平
成

26
年
度
）
を
策
定
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
や
各
種
施
策
を
示
し
た「
越
前
町

総
合
振
興
計
画
」の
後
期
計
画（
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
）に
基
づ
き
、暮

ら
し
や
す
く
、魅
力
と
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
育
成
、災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、行
財
政
改
革
の
推
進
な
ど
の
事

業
を
着
実
に
実
施
し
ま
す
。

住
み
や
す
い
ま
ち
を
演
出
す
る

　
都
市
基
盤
・
公
共
施
設
の
充
実
と

く
ら
し
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

　
保
健
・
医
療
と
福
祉
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

快
適
で
安
全
に

住
め
る
ま
ち
づ
く
り
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米
の
浦
漁
港
の
漁
業
環
境
を

改
善
し
、
漁
家
経
営
の
安
定
と

安
全
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図

る
た
め
、
防
波
堤
工
事
や
漁
港

用
地
の
造
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。

茂
原
漁
港
で
は
、
漁
船
が
安
全

に
航
行
が
で
き
る
よ
う
離
岸
堤

を
増
設
し
ま
す
。

◆
漁
場
の
水
域
環
境
の
保
全

　

…
…
…
…
６
，
１
２
２
万
円

　

底
曳
網
漁
場
の
環
境
を
保
全

す
る
た
め
、
海
底
を
耕
し
、
微

生
物
を
増
殖
さ
せ
、
漁
場
の
生

産
力
の
回
復
を
図
り
ま
す
。

道
の
駅
を
整
備
し
、
越
前
海
岸
へ

の
誘
客
を
増
大
す
る
た
め
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
の
改
修
な

ど
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

【
自
然
環
境
の
保
全
】

◆
海
岸
漂
着
物
の
回
収

　

…
…
…
…
…
…
５
０
０
万
円

　

越
前
海
岸
に
お
け
る
良
好
な

景
観
や
多
様
な
生
態
系
の
保
全

を
行
う
た
め
に
、
海
岸
に
漂
着

し
た
ご
み
の
回
収
処
理
を
行
い

ま
す
。

◆
有
用
微
生
物
群（
Ｅ
Ｍ
）
の

　

普
及
啓
発

　

…
…
…
…
…
…
１
０
０
万
円

　

有
用
微
生
物
群
（
Ｅ
Ｍ
）
を

活
用
し
た
、
ぼ
か
し
づ
く
り
や

環
境
学
習
な
ど
の
活
動
を
支
援

し
、
川
や
海
の
環
境
保
全
を
実

施
し
ま
す
。

【
循
環
型
社
会
の
形
成
】

◆
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル

　

対
策
事
業
の
推
進

　

…
…
…
…
…
…
５
０
４
万
円

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご

み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
、
コ

ン
ポ
ス
ト
の
購
入
費
や
団
体
な

ど
が
実
施
す
る
資
源
回
収
に
対

し
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
団
体
が
実
施
す
る

生
ゴ
ミ
処
理
機
を
活
用
し
た
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

【
文
化
財
の
保
護
・
継
承
】

◆
特
別
展
示
・
企
画
展
覧
会
の

　

開
催

　

…
…
…
…
…
…
２
２
５
万
円

　

織
田
文
化
歴
史
館
開
館
１
０

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
織
田

一
族
と
近
世
の
茶
道
に
関
す
る

展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。
特
別

展
示
で
は
、
近
江
の
津
田
親
眞

か
ら
江
姫
ま
で
を
取
り
上
げ
、

織
田
信
長
公
と
当
町
と
の
つ
な

が
り
を
見
て
い
き
ま
す
。

　

企
画
展
覧
会
で
は
、
戦
国
時

代
か
ら
江
戸
時
代
を
中
心
に
、

織
田
一
族
ゆ
か
り
の
歴
史
資
料

を
展
示
し
ま
す
。

◆
越
前
学
悠
久
塾
の
開
催

　

…
…
…
…
…
…
…
８
７
万
円

　

町
内
に
所
在
す
る
歴
史
資
料
・

文
化
財
な
ど
を
題
材
と
し
た
講

義
を
は
じ
め
、
町
が
行
う
文
化

財
の
調
査
や
研
究
成
果
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
町
民
対
象
の
地

域
史
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

【
農
業
の
振
興
】

◆
越
前
水
仙
の
生
産
振
興

　

…
…
…
…
７
，
７
２
９
万
円

　

越
前
水
仙
の
生
産
拡
大
を
目

指
し
、
生
産
圃
場
の
再
整
備
や

球
根
の
改
植
工
事
を
行
う
と
と

も
に
、
栽
培
管
理
機
械
の
整
備

や
出
荷
経
費
に
対
す
る
支
援
を

行
い
ま
す
。

◆
中
山
間
地
域
の
生
産
活
動

　

支
援

　

…
…
…
…
３
，
８
２
４
万
円

　

農
業
生
産
の
条
件
が
不
利
な

地
域
に
お
け
る
農
地
や
農
業
用

施
設
の
保
全
管
理
、
担
い
手
の

育
成
と
い
っ
た
集
落
で
の
取
り

組
み
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま

す
。

【
水
産
業
の
振
興
】

◆
漁
港
の
整
備

　

…
…
１
億
８
，
８
３
９
万
円

【
観
光
産
業
の
活
性
化
】

◆
文
化
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致

　

事
業

　

…
…
…
…
…
…
５
６
２
万
円

　

町
内
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
有
効
活
用
と
交
流
人
口
の
増

加
を
目
的
に
、
県
内
外
学
生
の

合
宿
を
誘
致
・
支
援
し
地
域
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

◆
観
光
周
遊
バ
ス
運
行
事
業

　

…
…
…
…
…
…
３
６
５
万
円

　

夏
・
冬
季
に
お
け
る
町
内
観
光

施
設
へ
の
誘
客
と
観
光
客
の
移

動
手
段
の
確
保
の
た
め
、
観
光

周
遊
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

◆
観
光
施
設
の
整
備

　

…
…
…
…
…
…
９
０
０
万
円

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
の

改
修
に
併
せ
、
施
設
前
駐
車
場
に

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
、

　
地
域
資
源
と
共
生
す
る

産
業
を
育
成
し
ま
す
。

観
光
地
と
し
て
の

 

新
た
な
魅
力
向
上
を
図
り
、

  

ま
ち
の
魅
力
と
な
る
地
域

   

資
源
を
保
存
・
継
承
し
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
や
全
国
大
会

　

な
ど
へ
の
出
場
選
手
の
支
援

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
６
３
万
円

　

町
内
の
種
目
別
協
会
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
開
催
や
県
内
の
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
全

国
大
会
な
ど
へ
出
場
す
る
選
手
の
参
加
費
用

を
支
援
し
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振

興
を
図
り
ま
す
。

◆
「
え
ち
ぜ
ん
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
活
動

　
の
支
援

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
６
５
万
円

　

誰
も
が
い
つ
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
場
と
し
て
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
「
え
ち
ぜ
ん
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ブ
と
の
共
催
に
よ
る
季
節
の

短
期
イ
ベ
ン
ト
（
カ
ヌ
ー
・
水
泳
・
ス
キ
ー

教
室
）
を
開
催
し
ま
す
。

【
学
校
教
育
環
境
の
充
実
】

◆
非
常
勤
講
師
と
生
活
支
援
員
の
配
置

　

…
…
…
…
…
…
…
…
３
，
９
３
６
万
円

　

非
常
勤
講
師
を
配
置
し
、
き
め
細
か
な
授

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
取
り
壊
し
、
住
民

窓
口
サ
ー
ビ
ス
と
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
集
約
し
た
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
宮
崎
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

を
取
り
壊
し
、
そ
の
跡
地
を
公
園
と
す
る
な

ど
、
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
周
辺

整
備
を
行
い
ま
す
。

【
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
】

◆
個
性
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
の

　

推
進

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
６
５
万
円

　

男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
と
し
て
、
お
互

い
の
人
権
を
尊
重
し
個
性
や
能
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
プ

ラ
ン
に
基
づ
く
施
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
や
男
女
共
同

参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携
に
よ
り
、
町

民
主
体
の
気
づ
き
事
業
や
つ
ど
い
を
実
施
し

ま
す
。

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
】

◆
ホ
ッ
ケ
ー
全
国
大
会
な
ど
の
開
催

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
３
５
万
円

　

7
月
に
「
第
19
回
北
信
越
社
会
人
ホ
ッ

ケ
ー
選
手
権
大
会
」、
11
月
に
「
第
36
回
北

信
越
高
等
学
校
選
抜
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
」、「
第

12
回
全
日
本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗
11
人

制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
」、「
全
日
本
ホ
ッ

ケ
ー
選
手
権
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
】

◆
町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

…
…
…
…
…
…
…
…
２
，
９
９
０
万
円

　

朝
日
・
宮
崎
・
越
前
・
織
田
の
4
地
区
で
、

区
長
会
な
ど
の
各
種
団
体
や
地
域
住
民
を
構

成
員
と
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員

会
に
対
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
付
金
を

交
付
し
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
賑
わ
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備

　

…
…
…
…
…
…
１
億
５
，
３
８
０
万
円

　

町
民
が
主
体
と
な
っ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
現
在
の
織
田
コ

業
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
に

対
し
生
活
支
援
員
を
配
置
し
、
学
校
生
活
活

動
の
向
上
を
図
る
た
め
、
特
別
な
教
育
的
支

援
を
行
い
ま
す
。

◆
教
育
相
談
員
の
配
置

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
１
２
万
円

　

各
地
区
に
教
育
相
談
員
を
配
置
し
、
悩
み

を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
か
ら
の
相

談
と
適
応
指
導
教
室
を
行
い
ま
す
。

◆
小
・
中
学
校
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備

　

…
…
…
…
…
…
１
億
４
，
８
０
０
万
円

　

情
報
化
社
会
に
対
応
で
き
る
情
報
活
用
能

力
を
育
む
た
め
、
平
成
21
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
を
、
今
年
度
は

７
校
で
実
施
し
、
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
で

の
整
備
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

【
国
際
交
流
の
推
進
】

◆
多
文
化
共
生
の
推
進

　

…
…
…
…
…
…
…
…
１
，
０
５
２
万
円

　

国
際
交
流
員
や
外
国
人
相
談
員
を
配
置
し
、

町
民
と
在
住
外
国
人
が
共
に
生
活
し
て
い
く

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
実
践
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
交
流
協
会
を
中
心
と
し
て
、

ア
メ
リ
カ
や
タ
イ
と
の
間
で
青
少
年
の
交
流

を
行
い
、
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
の

育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
相
互
理
解
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
国
際
理

解
講
座
、
語
学
講
座
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、

次
世
代
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

織田コミュニティセンターイメージ図

昨年の小学生全国大会開催式

元
気
で
活
力

み
な
ぎ
る
ま
ち
づ
く
り

個
性
豊
か
で
誇
り
の

も
て
る
ま
ち
づ
く
り

人
が
輝
き
交
流
で

満
ち
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
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　6月6日からのコミュニティバス路線の見直しについて、4月号では、運行方式の変更と運行曜日の変更等について
お知らせしましたが、今月号では、バス停と路線の一部変更についてお知らせします。詳細は次のとおりです。

朝日地区巡回ルートの路線を気比庄南
団地周辺まで延伸し、気比庄南団地前バ
ス停とコメリ横バス停を新設します。

金谷バス停を既存の福鉄バス「金谷バス停」と同位
置に移設します。これに伴い、金谷団地バス停に
ついては、バス停間隔が短くなるため廃止します。

越前町生涯学習センター糸生分館にバス停を設け、
当該バス停で環状ルート、朝日地区巡回ルート、朝日
地区乗合ルートの全てで利用できるようにします。

上糸生バス停を移設し、朝日地区乗合ルートの
バス停としても利用できるようにします。

●「気比庄南団地前」・「コメリ横」（新設）

●「金谷」（移設）・「金谷団地」（廃止）

●「生涯学習センター糸生分館」（新設）

●「上糸生」（移設）

平成22年度予算の下半期（3月31日現在）の執行状況等をお知らせします。

一般会計の収支の状況

特別会計・企業会計の収支の状況

予算規模

財産の現在高

町債の現在高

一時借入金の現在高

会　　計 当初予算額 補正予算額 予算現額
一般会計 122億7,000万円 16億260万7千円 138億7,260万7千円
特別会計 63億7,909万4千円 8,596万4千円 64億6,505万8千円
企業会計 15億2,387万円 3,039万2千円 15億5,426万2千円
合　　計 201億7,296万4千円 17億1,896万3千円 218億9,192万7千円

科　　目 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B／ A

町 税 2,134,644  2,215,281 103.8%
地 方 譲 与 税 等 414,001 422,158 102.0%
地 方 交 付 税 6,151,529 6,540,897 106.3%
交通安全対策特別交付金 2,000 2,437 121.9%
分担金及び負担金 354,611 319,285 90.0%
使用料及び手数料 85,272 82,894 97.2%
国 庫 支 出 金 1,024,319 767,391 74.9%
県 支 出 金 1,405,501 390,269 27.8%
財 産 収 入 99,983 84,748 84.8%
寄 附 金 2,801 12,757 455.4%
繰 入 金 155,820 149,349 95.8%
繰 越 金 900,669 900,669 100.0%
諸 収 入 215,857 169,285 78.4%
町 債 925,600 0 0.0%
歳　入　合　計 13,872,607 12,057,420 86.9%

会　計　名 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B／ A

支出済額
C

支出率
C／ A

国民健康保険事業 2,156,139 1,974,480 91.6% 2,015,263 93.5%
老 人 保 健 事 業 5,486 5,140 93.7% 1,555 28.3%
介 護 保 険 事 業 2,038,641 1,657,501 81.3% 1,856,708 91.1%
後期高齢者医療事業 233,817 231,728 99.1% 207,508 88.7%
簡 易 水 道 事 業 619,547 323,988 52.3% 528,154 85.2%
公 共 下 水 道 事 業 947,566 264,430 27.9% 937,618 99.0%
集 落 排 水 事 業 417,343 185,553 44.5% 401,377 96.2%
温 泉 事 業 18,537 19,244 103.8% 16,910 91.2%
農林漁業体験実習館事業 27,982 17,316 61.9% 22,547 80.6%
合　　　　　　計 6,465,058 4,679,380 72.4% 5,987,640 92.6%

種　　　　　別 現在高

公  

有  

財  

産

土 地 2,732,960㎡
建 物 209,053㎡
山 林 1,629,476㎡
物 件 17,501㎡
有 価 証 券 1,500千円
出資による権利 865,435千円

基
金
一 般 会 計 3,988,743千円
特 別 会 計 526,041千円

区　　　　　分 現在高
一 般 会 計 13,341,819千円

特
別
会
計

簡 易 水 道 事 業 3,331,375千円
公共下水道事業 4,937,521千円
集 落 排 水 事 業 2,162,348千円
温 泉 事 業 20,000千円

企
業
会
計

上 水 道 事 業 2,455,164千円
国民健康保険病院事業 873,415千円
合　　　　　計 27,121,642千円

会 計 名 区　分 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B／ A

予算現額
C

支出済額
D

支出率
D／ C

上水道事業
収益的収支 264,974 237,521 89.6% 264,974 253,202 95.6%
資本的収支 8,030 7,987 99.5% 110,936 106,248 95.8%
合　計 273,004 245,508 89.9% 375,910 359,450 95.6%

国民健康保
険病院事業

収益的収支 1,061,318 1,088,801 102.6% 1,061,318 1,055,443 99.4%
資本的収支 43,942 43,943 100.0% 117,034 117,015 100.0%
合　計 1,105,260 1,132,744 102.5% 1,178,352 1,172,458 99.5%

※資本的収入が資本的支出に対し不足する分は損益勘定留保資金等で補てんしました。

科　　目 予算現額
A

支出済額
B

支出率
B／ A

議 会 費 118,035 115,553 97.9%
総 務 費 1,793,112 1,565,616 87.3%
民 生 費 3,041,412 2,620,619 86.2%
衛 生 費 897,392 693,341 77.3%
労 働 費 43,977 43,704 99.4%
農 林 水 産 業 費 1,269,225 831,543 65.5%
商 工 費 574,530 505,457 88.0%
土 木 費 1,303,440 471,184 36.1%
消 防 費 652,627 449,032 68.8%
教 育 費 1,441,103 1,050,909 72.9%
公 債 費 2,647,794 2,645,116 99.9%
諸 支 出 金 70,403 70,159 99.7%
予 備 費 4,551 0 0.0%
災 害 復 旧 費 15,006 8,616 57.4%
歳　出　合　計 13,872,607 11,070,849 79.8%

■歳入	 （単位：千円）

■特別会計の収支の状況	 （単位：千円）

■企業会計の収支の状況	 （単位：千円）

■歳出	 （単位：千円）

　平成22年度の「一般会計、特別会計及び企業
会計の予算執行状況」並びに「町有財産、町債及
び一時借入金の現在高」などをお知らせします。

※なお、予算執行状況は平成23年3月31日の状況で
あり、出納整理期間（4月～ 5月）中の収支は含ま
れておりませんので、決算状況とは異なります。

　各会計ごとの収支状況等は以下のとおりです。

800,000千円

図書館前

コメリ横
気比庄南団地前

旧  金谷（廃止）

新  金谷

旧  金谷団地
（廃止）

新  上糸生

旧  上糸生
（廃止）

生涯学習センター糸生分館

泰澄の杜

【凡例】　　　　…運行路線　　　…バス停まちづくり課　☎34－8714問合せ先
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3
月
23
日
に
開
か
れ
た
議
会
定
例
会
で
、
教
育
委
員
に
次

の
人
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
寺
　
阪
　
　 

眞
（
内　

郡
）【
再
　
任
】

　

ま
た
、
3
月
31
日
の
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員
長
と

同
職
務
代
理
者
が
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
り
ま
し
た
。

　
委
員
長

　
　
　

寺  

阪
　
　  

眞
（
内　

郡
）

　
委
員
長
職
務
代
理
者

　
　
　

籔  

内
　
義  

美
（
小
曽
原
）

　

4
月
か
ら
新
た
に
12
人
の
先
生
が
町
外
か
ら
着
任
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
赴
任

職  

名

氏
　
　
名

旧
所
属

朝
日
小
教

諭

内
藤　

朋
美

南
条
郡
南
条
小
学
校

朝
日
小
教

諭

鈴
木　

美
江

福
井
市
麻
生
津
小
学
校

糸
生
小
養
護
教
諭

小
島
真
知
子

鯖
江
市
進
徳
小
学
校

四
ヶ
浦
小

教

諭

福
田　

浩
一

能
登
青
少
年
交
流
の
家

織
田
小
教

諭

安
井　

秀
明

福
井
市
清
水
西
小
学
校

朝
日
中
教

諭

吉
田　

能
克

鯖
江
市
鯖
江
中
学
校

朝
日
中
教

諭

稲
田　

竜
一

新
採
用

宮
崎
中
教

諭

牧
野　

純
子

新
採
用

越
前
中
教

諭

水
野　

俊
子

あ
わ
ら
市
金
津
中
学
校

越
前
中
事
務
職
員

大
坂　

勇
輝

新
採
用

織
田
中
教

諭

佐
々
木
理
恵

越
前
市
武
生
第
一
中
学
校

織
田
中
教

諭

藤
井　

詠
子

新
採
用

税務課
竹
た け

　内
う ち

　史
ふ み

　哉
や

住民課
飛
と び

　田
た

　莉
り

奈
な

江
え

商工観光課
毛
も う

　利
り

　裕
ひ ろ

　昭
あ き

織田病院　看護師
伊

い

　藤
と う

　優
ゆ

　美
み

織田病院　看護師
堀
ほ り

　　　恵
めぐみ

織田病院　理学療法士
向
むこう

　嶋
じ ま

　　　裕
ゆたか

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

平
成
23
年
度
新
採
用
職
員

新しい区長のみなさんです。
よろしくお願いします。

町と町民のみなさんを結ぶ架け橋になっていただく平成23年の区長が決まりました。
各地区の区長は次のみなさんです。（敬称略）

地
区
会
長

地
区
副
会
長

〃

坪　

川　

和　

夫

吉　

田　
　
　

孝

樋　

村　
　
　

登

西

田

中

坪　

川　

和　

夫

内
　

郡

春　

木　

誠　

一

朝
　

日

佐
々
木　

一　

惠

上

川

去

藤　

野　

達　

夫

春
　

日

爲　

國　

三　

郎

岩
　

開

吉　

田　

正　

夫

佐

々

生

宮　

川　

清　

治

宇
　

田

藤　

井　

義　

数

気

比

庄

青　

山　

武　

男

田
　

中

増　

田
利
左
衞
門

市

伊　

藤　

昭　

一

乙
　

坂

清　

水　

則　

雄

栃
　

川

木　

下　

善　

治

天
　

王

佐
々
木　
　
　

幸

宝

泉

寺

森　

下　

良　

夫

金
　

谷

吉　

田　
　
　

孝

青
　

野

渡　

辺　

素　

明

頭
　

谷

藤　

井　

賢　

一

茱
　

原

佐　

藤　

光　

宣

境
　

野

山　

口　

利　

憲

横
　

山

坂　

腰　

勝　

夫

牛
　

越

加　

藤　
　
　

進

野
　

末

奥　

本　

直　

二

大
　

畑

北　
　
　

洋　

幸

小
　

倉

樋　

村　
　
　

登

葛
　

野

漆　

﨑　
　
　

順

野
　

田

月　

田　

好　

孝

下

糸

生

松　

山　

文　

雄

脇

渡　

邉　

久　

志

大

谷

寺

水　

島　

昭　

一

中
　

野

中　

上　
　
　

東

上

糸

生

渡　

邉　

安　

彦

大
　

玉

松　

田　

啓　

司

清
　

水

渡　

邉　

照　

夫

森

渡　

邉　

俊　

之

杖

立

伊　

藤　
　
　

勉

小

川

野　

村　

正　

一

真

木

木　

村　

正　

幸

天

谷

野　

村　

晴　

男

朝
日
地
区

地
区
会
長

地
区
副
会
長

〃

新　

谷　

孝　

雄

武　

田　
　
　

哲

吉　

田　
　
　

滋

熊
　

谷

西　

野　

良　

一

古
　

屋

寺　
　
　

正　

樹

増
　

谷

上　

野　

幹　

雄

小
曽
原
大
区

新　

谷　

孝　

雄

小
曽
原
第
１

山　

内　

一　

之

小
曽
原
第
２

木　

原　

正　

則

小
曽
原
第
３

五　

島　

勢　

三

江
波
大
区

竹　

内　

忠　

夫

江
波
第
１

向　

当　

重　

信

江
波
第
２

山　

本　

健　

一

江
波
第
３

小　

山　

正　

善

広
　

野

宮　

本　

満　

夫

蚊

谷

寺

武　

田　
　
　

哲

樫
津
大
区

吉　

田　
　
　

滋

樫
津
第
１

藤　

井　

恵　

一

樫
津
第
２

近　

藤　

勝　

治

八
田
新
保

武　

藤　

幹　

雄

舟
　

場

西　

尾　

義　

幸

八
　

田

井　

上　

文　

夫

陶
の
谷
大
区

黒　

田　

義　

紀

円
　

満

河　

合　

利　

満

上
　

野

黒　

田　

義　

紀

野

鷲　

田　

浩　

一

宇

須

尾

西　

森　
　
　

茂

大
　

谷

佐　

藤　

克　

也

蝉
　

口

鷲　

田　

和　

夫

寺

青　

山　

敏　

和

宮
崎
地
区

地
区
会
長

地
区
副
会
長

〃

壁　

下　

喜　

平

岡　

田　

健　

彦

別　

司　

正　

晴

玉
　

川

桝　

谷　

桝　

一

血

ヶ

平

清　

水　

隆　

行

左
　

右

黒　

田　
　
　

茂

梨
子
ヶ
平

滝　

本　
　
　

豊

梅
　

浦

岡　

田　

健　

彦

上
　

瀬

橋　

本　

一　

志

中
　

筋

熊　

坂　

英　

典

下
　

側

岸  　
　

正　

則

上
　

側

小
道
世　
　
　

進

鷺
　

崎

片　

岡　

喜
代
史

宿

枝　

中　

俊　

行

新
　

保

髙　

村　

邦　

裕

城

ヶ

谷

村　

田　

益　

廣

小
　

樟

大　

間　

憲　

之

大
　

樟

岩　

本　
　
　

勉

道
　

口

木　

下　

茂　

強

厨

別　

司　

正　

晴

茂
　

原

高　

橋　

政　

嘉

白
　

浜

奥　

山　
　
　

勉

高
　

佐

壁　

下　

喜　

平

米
　

ノ

中　

橋　

治　

典

午
房
ヶ
平

薄　

谷　

威　

徳

六

呂

師

石　

田　

和　

也

越
前
地
区

地
区
会
長

地
区
副
会
長

〃

宇　

野　

格　

士

坂　

下　

正　

人

耒　

馬　

敏　

明

織
田
大
区

鈴　

木　

文　

夫

鎌
　

坂

駒　

野　

和　

彦

北

北　

嶋　

幸　

雄

東

福　

岡　

誠
一
郎

高
　

橋

中　

村　

和　

明

辻

小　

辻　

愼　

一

馬
　

場

山
﨑　

定
右
衞
門

上
　

野

坂　

下　

正　

人

寺
　

家

鈴　

木　

金
治
郎

杉

の

花

川　

上　

秀　

吉

市
　

場

谷　

口　

正　

治

堤

上　

坂　

治　

之

平
　

等

耒　

馬　

敏　

明

下

河

原

友　

廣　

隆　

治

矢
　

倉

石　

田　

一　

郎

中

宇　

野　

格　

士

大

王

丸

宇　

野　

徳　

次

三
　

崎

河　

上　

潤　

一

打
　

越

青　

山　
　
　

誠

四

ツ

杉

向　
　
　

孝　

男

下

山

中

堀　
　
　

治　

市

上

山

中

堀　
　
　

豊　

一

細
　

野

伊　

部　

英　

一

岩
　

倉

佐
々
木　

勝　

行

笹
　

川

渡　

辺　

新　

一

桜
　

谷

秋　

本　

秋　

美

山
　

田

佐
々
木　

陽　

一

赤

井

谷

高　

畑　

光　

夫

入
　

尾

佐
々
木　
　
　

清

笈
　

松

佐
々
木　
　
　

嵩

萩
野
の
里

佐
々
木　

敬　

三

脇
　

谷

的　

馬　

真　

二

丸
　

山

佐
々
木　

増　

夫

西

ケ

丘

佐　

飛　

孝　

一

上
　

戸

姉　

崎　

敏　

明

織
田
地
区
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議　会

町　長

議会事務局
局長
向當一郎

次長
鈴木恵美

総務課

課長
梅野秀一

課長補佐(行政)
杉本恭伸
課長補佐(防災)
井上義宣
課長補佐(人事)
藤﨑健一

課員
轟久美子・岡山克大・岡田寿子
伊部由三・水野義之・西　益男
駒野裕子・小辻和正・水嶋康志郎

住民課
課長
塩治鈴江

課長補佐
上坂明子

課員
牛若千鶴・杉森　匡・柴矢昌美
青山晴彦・飛田莉奈江

まちづくり課

課長
出口俊一 

課長補佐(政策)
津田豊申
課長補佐
(コミュニティ )
林　和美

課員
小山さとみ・伊部茂幸・中村英哲
古﨑竜司・藤野祐子

企画財政課
課長
武藤幹雄

課長補佐
原　雅哉

課員
佐々木桂子・笠川晃央・畑　優器
清水拓郎・大橋伸也

監理課
課長
佐々木明彦

課長補佐
山口隆司

課員
小河宗基・森﨑千春・佐々木岳大
谷口悦子

税務課
課長
和田弘美

課長補佐
奥谷富治子

課員
後藤邦枝・河瀬慎人・川嶋孝史
河合　智・鈴木亜紀子・髙木浩輔
竹内史哉

宮崎
コミュニティ
センター

センター長(兼)
出口俊一

センター長
補佐(兼)
林　和美

課員
佐々木幸恵・新谷　満 
課員(兼)
石川智美

課員(併)
高原健二

越前
コミュニティ
センター

センター長(兼)
出口俊一

センター長
補佐(兼)
林　和美

課員
道畑直和・黒崎一哉
課員(兼)
森下亜希子

課員(併)
川邉初美

織田
コミュニティ
センター

センター長(兼)
出口俊一

センター長
補佐(兼)
林　和美

課員
上坂佳一・佐々木浩子
課員(兼)
黒田麻里

課員(併)
牧田千佳

宮崎住民
サービス室

室長(兼)
出口俊一

室長補佐
佐々木由里

課員
石川智美
課員(兼)
佐々木幸恵・新谷　満 

越前住民
サービス室

室長(兼)
出口俊一

室長補佐
臥龍岡尊哉

課員
森下亜希子
課員(兼)
道畑直和・黒崎一哉

織田住民
サービス室

室長(兼)
出口俊一

室長補佐
菅原多恵 

課員
黒田麻里
課員(兼)
上坂佳一・佐々木浩子

納　税
推進室

室長
宇野與市郎

室長補佐
中上由美

課員
谷口浩之・見谷理奈・高原利則
野　哲治

行政改革
推進室

室長
畑　雅樹

室長補佐
石田和也

課員
久保義治・三上順子

社会福祉
支援室

室長
齋藤忠左ヱ門

室長補佐
木本加代子

課員
佐々木ひとみ・山田宗治・木原千晶

国　際
交流室

室長
酒井英則

室長補佐
稲田明美

課員
下仲　翔

男女共同
参画室

室長
上野笑子

室長補佐
山下和信

課員
大鎌延浩

書記
林　康彦

副町長
総務理事

吉田治夫

民生理事

野　賢一

朝日中央
保育所

所長
佐藤千津子

保育士
西村千香子・牧野由美恵・松葉雪枝
谷口育代・山下京子・小荒繁美
木下祐子・鷲田一貴・北島　翔
水嶋悠子

調理員
牛若順子

朝日西
保育所

所長
渡邉みき代

保育士
井上佳津代・北島優子・青山裕美
金本芳恵

調理員
冨田とみゑ

朝日南
保育所

所長
宮川和代

保育士
横田米子・高原律子・戸田沙織

調理員
青山みや子

総　
　
　
　

務　
　
　
　

部　
　
　
　

門

課長
来田秋生

課長補佐
吉田純子

課員
武田喜之・松島顕子・坂下哲哉
川﨑瑞奈

子育て支援課

高齢福祉課

課長
渡邉きみえ

課長補佐
渡邉三峰子

課員
中村弘和・中倉京子・和田幸也
間之口翠
介護福祉士
姉﨑加奈子

ホームヘルパー
三上裕美子・高橋浩子・網渕美春

事務補助員
春木明美
川上清恵

保健衛生課
課長
青山右近

課長補佐（環境）
松村徹治
課長補佐（保健）
吉田直子

課員
小道世知紀・木村良太
保健師
木下里美・南　七恵

健　康
増進室

室長
水谷英一

室長補佐
水嶋敬子
室長補佐
出口博美

課員
山﨑美保子

栄養士
榎本博美

保健師
岡田明代・高島幸恵

室長補佐
古川智巳

織　田
児童館

館長
水野春美

地域包括
支援センター

所長（兼）
水谷英一

次長
黒田とみ子

保健師
谷﨑美香世

ホームヘルパー
土谷万里子

次長（兼）
黒田とみ子

在宅介護
支援センター

所長（兼）
水谷英一

介護福祉士
水島由紀

ホームヘルパー
掃部智子

朝　日
児童館

館長（兼）
来田秋生

次長心得
田邉香織

山　中
児童館

館長（兼）
水野春美

宮　崎
児童館

館長
松田みすず

朝日子育て
支援センター

所長（兼）
来田秋生

次長心得（兼）
田邉香織

宮崎子育て
支援センター

所長（兼）
松田みすず

織田子育て
支援センター

所長（兼）
水野春美

朝日保健
センター

保健師(兼)
木下里美

織田保健
福祉センター

保健師(兼)
古川智巳

朝日北
保育所

所長
上野正枝

保育士
竹内喜美・月田有香・中山貴世

調理員
渡辺奈保美

宮崎中央
保育所

所長
玉邑弘子

保育士
武内真理子・芝田優子・木下昭代
青山美智代・近藤恵美・齋藤忠良

商工観光課

課長
上野三千男

課長補佐
齋藤健治

課員
髙木剛彦・大矢康一・木原尚裕
宮﨑みか・毛利裕昭
事務補助員
神﨑美幸

住　宅
政策室

室長
牧田芳広

室長補佐
近藤由美子

課員
小西智弘・山﨑充晃

織田病院
院長
島田政則

建設理事

古川吉彦
建設課

課長
渡邉照夫

課長補佐
友広家延

課員
森崎晃次・上坂健一・山内了輔
毛利章憲・安井俊幸・牧野正克
牧田茂晴・安原沙紀
技術補助員
小川　茂

上下水道課
課長
山塙利光

課長補佐
佐々木直人

課員
青山秋彦・清水英一・荒井基志
水島伸也・山田幸一・三七広樹
大橋直人・藤田智広・小山喜世美

工　事
検査室

室長
上坂光弘

室長補佐
山谷芳一

課員
内藤　諭

建　

設　

部　

門

織田病院事務局
局長
間所英樹

織田病院
事 務 局

事務局次長
冨田得夫

局員
堀　真喜・森崎さゆり・正木俊行・水島美奈

会計課 課長
北嶋一男

課長補佐
河合純子

課員
高松千鶴

織　
　

田　
　

病　
　

院

副院長
加藤　大

小児科部長
藤本正子

薬剤師
島野敦生

調理員
西野ひとみ

放射線技師
佐々木喜代治
木下成路

作業療法士
渡辺理絵
齊藤友広

副院長
津向伸哉

内科医師
内藤慶英

薬局長
坊　正佳

管理栄養士
久守勘司

社会福祉士
高木祐子

看護師長代理
上坂由理子
山田純栄

看護師
小林美紀・林智寿子・林　勝世・増渕純子・左近景子
佐藤登己子・水島茂美・三田村広美・村瀬幸江・藤木千恵美
大坂静香・富永直子・中井孝子・河上友美・松田　円
岩崎佳代・林　和美・田中さおり・酒井則子・野村和美
中西博美・杉本留美・勝見奈穂子・山本弥生・田中成美
桑野祐里枝・髙阪奈緒美・伊藤優美・堀　　恵

臨床検査技師
岡山正樹
嶋津恵理子

理学療法士
川端昭宏
山﨑義治
井上利益
向嶋　裕

言語聴覚士
直　砂織
山本麻依子

会計管理者

小刀称治一

教育委員会事務局
局長
河原　健

学校教育課
課長
三田村和久

課長補佐
岡田正一

課員
髙木裕見子・水島友樹・森下千尋
渡辺大作

教育長

産業理事

北野壽一

農林水産課

課長
武藤盛之

課長補佐
水島博之

課員
山口和美・尾澤正章・宮川泰昌
北島崇行・阪下倫夫・山本周二良
竹内敏雄・中西亜由美・鷲田久憲
浜野宏次・菱谷祐子

水産
振興室

室長
佐々木靖郎

室長補佐
中村あい

課員
福澤秀一

産　

業　

部　

門

小曽原
保育所

所長
清水幸子

保育士
西栁千晴・谷口万絵・福岡沙織

調理員
磯網美代子

民　
　
　
　
　

生　
　
　
　
　

部　
　
　
　
　

門

民　

生　

部　

門

(財)越前町公共施設管理公社
佐々木訟覚・松本　淳

福井県
安井正樹

福井県地方税滞納整理機構(兼)
野　哲治

福井赤十字病院
田中麻耶

福井県丹南広域組合
上山和美

福井県後期高齢者医療広域連合
上野孝則

鯖江広域衛生施設組合
北野宗昭

派 遣 職 員

生涯学習課
課長
加藤昭宏

課長補佐
菅原辰彦

課員
竹澤朋恵・佐々木貴久・宮永裕次
坂下由美子・堀内文夫・増田佑馬

越前町生涯
学習ｾﾝﾀｰ

所長(兼)
加藤昭宏

課長補佐(兼)
菅原辰彦

課員(兼)
竹澤朋恵・佐々木貴久・宮永裕次
坂下由美子・堀内文夫・増田佑馬

越前町生涯学習
ｾﾝﾀｰ宮崎分館

分館長(兼)
加藤昭宏

課長補佐
木村美枝子

課員
高原健二

越前町生涯学習
ｾﾝﾀｰ越前分館

分館長(兼)
加藤昭宏

課長補佐
黒田三博

課員
川邉初美

越前町生涯学習
ｾﾝﾀｰ織田分館

分館長(兼)
加藤昭宏

課長補佐
左近昭博

課員
牧田千佳

文　化
スポーツ室

室長
佐々木大輔

室長補佐
桝田明美

課員
森下智晴・川端雅旭
学芸員
堀　大介

文　化
歴史館

学芸員
小辻陽子・村上雅紀

朝日
学校給食
センター

所長(兼)
三田村和久
次長(兼)
岡田正一

運転手
前田彰治
橋本弘美

調理員
森川陽子・吉田くみえ・宮川幸代
進士利栄・齊藤ひろみ・相馬はるみ
三田村保夫

宮崎
学校給食
センター

所長(兼)
三田村和久
次長(兼)
木村美枝子

調理員
水嶋万寿美・木原ひとみ・京藤直美

越前
学校給食
センター

所長(兼)
三田村和久
次長(兼)
黒田三博

調理員
木村美惠子・田中久美子・大川好枝・神谷宗典

織田
学校給食
センター

所長(兼)
三田村和久
次長(兼)
左近昭博

運転手
松村　修

調理員
掃部満寿美・小倉美鶴

町　立
図書館

館長
滝本正美

司書
堤　和代

町立図書館
織田分館

司書
安井明希子

町立図書館
宮崎分館

分館長(兼)
滝本正美

司書
文室小百合

町立図書館
越前分館

分館長(兼)
滝本正美

司書
阿部祥子

教　
　
　

育　
　
　

委　
　
　

員　
　
　

会

朝　日
小学校

用務員
堂下由起美

宮　崎
小学校

用務員
田中政江

織　田
中学校

用務員
山内つゆ子

織　田
小学校

用務員
芳野美惠子

城　崎
小学校

用務員
浜野恵子

朝　日
中学校

用務員
馬谷まり子

越　前
中学校

用務員
鈴木婦紀子

議　会

町　長

議会事務局
局長
向當一郎

次長
鈴木恵美

総務課

課長
梅野秀一

課長補佐(行政)
杉本恭伸
課長補佐(防災)
井上義宣
課長補佐(人事)
藤﨑健一

課員
轟久美子・岡山克大・岡田寿子
伊部由三・水野義之・西　益男
駒野裕子・小辻和正・水嶋康志郎

住民課
課長
塩治鈴江

課長補佐
上坂明子

課員
牛若千鶴・杉森　匡・柴矢昌美
青山晴彦・飛田莉奈江

まちづくり課

課長
出口俊一 

課長補佐(政策)
津田豊申
課長補佐
(コミュニティ )
林　和美

課員
小山さとみ・伊部茂幸・中村英哲
古﨑竜司・藤野祐子

企画財政課
課長
武藤幹雄

課長補佐
原　雅哉

課員
佐々木桂子・笠川晃央・畑　優器
清水拓郎・大橋伸也

監理課
課長
佐々木明彦

課長補佐
山口隆司

課員
小河宗基・森﨑千春・佐々木岳大
谷口悦子

税務課
課長
和田弘美

課長補佐
奥谷富治子

課員
後藤邦枝・河瀬慎人・川嶋孝史
河合　智・鈴木亜紀子・髙木浩輔
竹内史哉

宮崎
コミュニティ
センター

センター長(兼)
出口俊一

センター長
補佐(兼)
林　和美

課員
佐々木幸恵・新谷　満 
課員(兼)
石川智美

課員(併)
高原健二

越前
コミュニティ
センター

センター長(兼)
出口俊一

センター長
補佐(兼)
林　和美

課員
道畑直和・黒崎一哉
課員(兼)
森下亜希子

課員(併)
川邉初美

織田
コミュニティ
センター

センター長(兼)
出口俊一

センター長
補佐(兼)
林　和美

課員
上坂佳一・佐々木浩子
課員(兼)
黒田麻里

課員(併)
牧田千佳

宮崎住民
サービス室

室長(兼)
出口俊一

室長補佐
佐々木由里

課員
石川智美
課員(兼)
佐々木幸恵・新谷　満 

越前住民
サービス室

室長(兼)
出口俊一

室長補佐
臥龍岡尊哉

課員
森下亜希子
課員(兼)
道畑直和・黒崎一哉

織田住民
サービス室

室長(兼)
出口俊一

室長補佐
菅原多恵 

課員
黒田麻里
課員(兼)
上坂佳一・佐々木浩子

納　税
推進室

室長
宇野與市郎

室長補佐
中上由美

課員
谷口浩之・見谷理奈・高原利則
野　哲治

行政改革
推進室

室長
畑　雅樹

室長補佐
石田和也

課員
久保義治・三上順子

社会福祉
支援室

室長
齋藤忠左ヱ門

室長補佐
木本加代子

課員
佐々木ひとみ・山田宗治・木原千晶

国　際
交流室

室長
酒井英則

室長補佐
稲田明美

課員
下仲　翔

男女共同
参画室

室長
上野笑子

室長補佐
山下和信

課員
大鎌延浩

書記
林　康彦

副町長
総務理事

吉田治夫

民生理事

野　賢一

朝日中央
保育所

所長
佐藤千津子

保育士
西村千香子・牧野由美恵・松葉雪枝
谷口育代・山下京子・小荒繁美
木下祐子・鷲田一貴・北島　翔
水嶋悠子

調理員
牛若順子

朝日西
保育所

所長
渡邉みき代

保育士
井上佳津代・北島優子・青山裕美
金本芳恵

調理員
冨田とみゑ

朝日南
保育所

所長
宮川和代

保育士
横田米子・高原律子・戸田沙織

調理員
青山みや子

総　
　
　
　

務　
　
　
　

部　
　
　
　

門

課長
来田秋生

課長補佐
吉田純子

課員
武田喜之・松島顕子・坂下哲哉
川﨑瑞奈

子育て支援課

高齢福祉課

課長
渡邉きみえ

課長補佐
渡邉三峰子

課員
中村弘和・中倉京子・和田幸也
間之口翠
介護福祉士
姉﨑加奈子

ホームヘルパー
三上裕美子・高橋浩子・網渕美春

事務補助員
春木明美
川上清恵

保健衛生課
課長
青山右近

課長補佐（環境）
松村徹治
課長補佐（保健）
吉田直子

課員
小道世知紀・木村良太
保健師
木下里美・南　七恵

健　康
増進室

室長
水谷英一

室長補佐
水嶋敬子
室長補佐
出口博美

課員
山﨑美保子

栄養士
榎本博美

保健師
岡田明代・高島幸恵

室長補佐
古川智巳

織　田
児童館

館長
水野春美

地域包括
支援センター

所長（兼）
水谷英一

次長
黒田とみ子

保健師
谷﨑美香世

ホームヘルパー
土谷万里子

次長（兼）
黒田とみ子

在宅介護
支援センター

所長（兼）
水谷英一

介護福祉士
水島由紀

ホームヘルパー
掃部智子

朝　日
児童館

館長（兼）
来田秋生

次長心得
田邉香織

山　中
児童館

館長（兼）
水野春美

宮　崎
児童館

館長
松田みすず

朝日子育て
支援センター

所長（兼）
来田秋生

次長心得（兼）
田邉香織

宮崎子育て
支援センター

所長（兼）
松田みすず

織田子育て
支援センター

所長（兼）
水野春美

朝日保健
センター

保健師(兼)
木下里美

織田保健
福祉センター

保健師(兼)
古川智巳

朝日北
保育所

所長
上野正枝

保育士
竹内喜美・月田有香・中山貴世

調理員
渡辺奈保美

宮崎中央
保育所

所長
玉邑弘子

保育士
武内真理子・芝田優子・木下昭代
青山美智代・近藤恵美・齋藤忠良

商工観光課

課長
上野三千男

課長補佐
齋藤健治

課員
髙木剛彦・大矢康一・木原尚裕
宮﨑みか・毛利裕昭
事務補助員
神﨑美幸

住　宅
政策室

室長
牧田芳広

室長補佐
近藤由美子

課員
小西智弘・山﨑充晃

織田病院
院長
島田政則

建設理事

古川吉彦
建設課

課長
渡邉照夫

課長補佐
友広家延

課員
森崎晃次・上坂健一・山内了輔
毛利章憲・安井俊幸・牧野正克
牧田茂晴・安原沙紀
技術補助員
小川　茂

上下水道課
課長
山塙利光

課長補佐
佐々木直人

課員
青山秋彦・清水英一・荒井基志
水島伸也・山田幸一・三七広樹
大橋直人・藤田智広・小山喜世美

工　事
検査室

室長
上坂光弘

室長補佐
山谷芳一

課員
内藤　諭

建　

設　

部　

門

織田病院事務局
局長
間所英樹

織田病院
事 務 局

事務局次長
冨田得夫

局員
堀　真喜・森崎さゆり・正木俊行・水島美奈

会計課 課長
北嶋一男

課長補佐
河合純子

課員
高松千鶴

織　
　

田　
　

病　
　

院

副院長
加藤　大

小児科部長
藤本正子

薬剤師
島野敦生

調理員
西野ひとみ

放射線技師
佐々木喜代治
木下成路

作業療法士
渡辺理絵
齊藤友広

副院長
津向伸哉

内科医師
内藤慶英

薬局長
坊　正佳

管理栄養士
久守勘司

社会福祉士
高木祐子

看護師長代理
上坂由理子
山田純栄

看護師
小林美紀・林智寿子・林　勝世・増渕純子・左近景子
佐藤登己子・水島茂美・三田村広美・村瀬幸江・藤木千恵美
大坂静香・富永直子・中井孝子・河上友美・松田　円
岩崎佳代・林　和美・田中さおり・酒井則子・野村和美
中西博美・杉本留美・勝見奈穂子・山本弥生・田中成美
桑野祐里枝・髙阪奈緒美・伊藤優美・堀　　恵

臨床検査技師
岡山正樹
嶋津恵理子

理学療法士
川端昭宏
山﨑義治
井上利益
向嶋　裕

言語聴覚士
直　砂織
山本麻依子

会計管理者

小刀称治一

教育委員会事務局
局長
河原　健

学校教育課
課長
三田村和久

課長補佐
岡田正一

課員
髙木裕見子・水島友樹・森下千尋
渡辺大作

教育長

産業理事

北野壽一

農林水産課

課長
武藤盛之

課長補佐
水島博之

課員
山口和美・尾澤正章・宮川泰昌
北島崇行・阪下倫夫・山本周二良
竹内敏雄・中西亜由美・鷲田久憲
浜野宏次・菱谷祐子

水産
振興室

室長
佐々木靖郎

室長補佐
中村あい

課員
福澤秀一

産　

業　

部　

門

小曽原
保育所

所長
清水幸子

保育士
西栁千晴・谷口万絵・福岡沙織

調理員
磯網美代子

民　
　
　
　
　

生　
　
　
　
　

部　
　
　
　
　

門

民　

生　

部　

門

(財)越前町公共施設管理公社
佐々木訟覚・松本　淳

福井県
安井正樹

福井県地方税滞納整理機構(兼)
野　哲治

福井赤十字病院
田中麻耶

福井県丹南広域組合
上山和美

福井県後期高齢者医療広域連合
上野孝則

鯖江広域衛生施設組合
北野宗昭

派 遣 職 員

生涯学習課
課長
加藤昭宏

課長補佐
菅原辰彦

課員
竹澤朋恵・佐々木貴久・宮永裕次
坂下由美子・堀内文夫・増田佑馬

越前町生涯
学習ｾﾝﾀｰ

所長(兼)
加藤昭宏

課長補佐(兼)
菅原辰彦

課員(兼)
竹澤朋恵・佐々木貴久・宮永裕次
坂下由美子・堀内文夫・増田佑馬

越前町生涯学習
ｾﾝﾀｰ宮崎分館

分館長(兼)
加藤昭宏

課長補佐
木村美枝子

課員
高原健二

越前町生涯学習
ｾﾝﾀｰ越前分館

分館長(兼)
加藤昭宏

課長補佐
黒田三博

課員
川邉初美

越前町生涯学習
ｾﾝﾀｰ織田分館

分館長(兼)
加藤昭宏

課長補佐
左近昭博

課員
牧田千佳

文　化
スポーツ室

室長
佐々木大輔

室長補佐
桝田明美

課員
森下智晴・川端雅旭
学芸員
堀　大介

文　化
歴史館

学芸員
小辻陽子・村上雅紀

朝日
学校給食
センター

所長(兼)
三田村和久
次長(兼)
岡田正一

運転手
前田彰治
橋本弘美

調理員
森川陽子・吉田くみえ・宮川幸代
進士利栄・齊藤ひろみ・相馬はるみ
三田村保夫

宮崎
学校給食
センター

所長(兼)
三田村和久
次長(兼)
木村美枝子

調理員
水嶋万寿美・木原ひとみ・京藤直美

越前
学校給食
センター

所長(兼)
三田村和久
次長(兼)
黒田三博

調理員
木村美惠子・田中久美子・大川好枝・神谷宗典

織田
学校給食
センター

所長(兼)
三田村和久
次長(兼)
左近昭博

運転手
松村　修

調理員
掃部満寿美・小倉美鶴

町　立
図書館

館長
滝本正美

司書
堤　和代

町立図書館
織田分館

司書
安井明希子

町立図書館
宮崎分館

分館長(兼)
滝本正美

司書
文室小百合

町立図書館
越前分館

分館長(兼)
滝本正美

司書
阿部祥子

教　
　
　

育　
　
　

委　
　
　

員　
　
　

会

朝　日
小学校

用務員
堂下由起美

宮　崎
小学校

用務員
田中政江

織　田
中学校

用務員
山内つゆ子

織　田
小学校

用務員
芳野美惠子

城　崎
小学校

用務員
浜野恵子

朝　日
中学校

用務員
馬谷まり子

越　前
中学校

用務員
鈴木婦紀子

平成23年度  越前町職員組織図
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議　会

町　長

議会事務局
局長
向當一郎

次長
鈴木恵美

総務課

課長
梅野秀一

課長補佐(行政)
杉本恭伸
課長補佐(防災)
井上義宣
課長補佐(人事)
藤﨑健一

課員
轟久美子・岡山克大・岡田寿子
伊部由三・水野義之・西　益男
駒野裕子・小辻和正・水嶋康志郎

住民課
課長
塩治鈴江

課長補佐
上坂明子

課員
牛若千鶴・杉森　匡・柴矢昌美
青山晴彦・飛田莉奈江

まちづくり課

課長
出口俊一 

課長補佐(政策)
津田豊申
課長補佐
(コミュニティ )
林　和美

課員
小山さとみ・伊部茂幸・中村英哲
古﨑竜司・藤野祐子

企画財政課
課長
武藤幹雄

課長補佐
原　雅哉

課員
佐々木桂子・笠川晃央・畑　優器
清水拓郎・大橋伸也

監理課
課長
佐々木明彦

課長補佐
山口隆司

課員
小河宗基・森﨑千春・佐々木岳大
谷口悦子

税務課
課長
和田弘美

課長補佐
奥谷富治子

課員
後藤邦枝・河瀬慎人・川嶋孝史
河合　智・鈴木亜紀子・髙木浩輔
竹内史哉

宮崎
コミュニティ
センター

センター長(兼)
出口俊一

センター長
補佐(兼)
林　和美

課員
佐々木幸恵・新谷　満 
課員(兼)
石川智美

課員(併)
高原健二

越前
コミュニティ
センター

センター長(兼)
出口俊一

センター長
補佐(兼)
林　和美

課員
道畑直和・黒崎一哉
課員(兼)
森下亜希子

課員(併)
川邉初美

織田
コミュニティ
センター

センター長(兼)
出口俊一

センター長
補佐(兼)
林　和美

課員
上坂佳一・佐々木浩子
課員(兼)
黒田麻里

課員(併)
牧田千佳

宮崎住民
サービス室

室長(兼)
出口俊一

室長補佐
佐々木由里

課員
石川智美
課員(兼)
佐々木幸恵・新谷　満 

越前住民
サービス室

室長(兼)
出口俊一

室長補佐
臥龍岡尊哉

課員
森下亜希子
課員(兼)
道畑直和・黒崎一哉

織田住民
サービス室

室長(兼)
出口俊一

室長補佐
菅原多恵 

課員
黒田麻里
課員(兼)
上坂佳一・佐々木浩子

納　税
推進室

室長
宇野與市郎

室長補佐
中上由美

課員
谷口浩之・見谷理奈・高原利則
野　哲治

行政改革
推進室

室長
畑　雅樹

室長補佐
石田和也

課員
久保義治・三上順子

社会福祉
支援室

室長
齋藤忠左ヱ門

室長補佐
木本加代子

課員
佐々木ひとみ・山田宗治・木原千晶

国　際
交流室

室長
酒井英則

室長補佐
稲田明美

課員
下仲　翔

男女共同
参画室

室長
上野笑子

室長補佐
山下和信

課員
大鎌延浩

書記
林　康彦

副町長
総務理事

吉田治夫

民生理事

野　賢一

朝日中央
保育所

所長
佐藤千津子

保育士
西村千香子・牧野由美恵・松葉雪枝
谷口育代・山下京子・小荒繁美
木下祐子・鷲田一貴・北島　翔
水嶋悠子

調理員
牛若順子

朝日西
保育所

所長
渡邉みき代

保育士
井上佳津代・北島優子・青山裕美
金本芳恵

調理員
冨田とみゑ

朝日南
保育所

所長
宮川和代

保育士
横田米子・高原律子・戸田沙織

調理員
青山みや子

総　
　
　
　

務　
　
　
　

部　
　
　
　

門

課長
来田秋生

課長補佐
吉田純子

課員
武田喜之・松島顕子・坂下哲哉
川﨑瑞奈

子育て支援課

高齢福祉課

課長
渡邉きみえ

課長補佐
渡邉三峰子

課員
中村弘和・中倉京子・和田幸也
間之口翠
介護福祉士
姉﨑加奈子

ホームヘルパー
三上裕美子・高橋浩子・網渕美春

事務補助員
春木明美
川上清恵

保健衛生課
課長
青山右近

課長補佐（環境）
松村徹治
課長補佐（保健）
吉田直子

課員
小道世知紀・木村良太
保健師
木下里美・南　七恵

健　康
増進室

室長
水谷英一

室長補佐
水嶋敬子
室長補佐
出口博美

課員
山﨑美保子

栄養士
榎本博美

保健師
岡田明代・高島幸恵

室長補佐
古川智巳

織　田
児童館

館長
水野春美

地域包括
支援センター

所長（兼）
水谷英一

次長
黒田とみ子

保健師
谷﨑美香世

ホームヘルパー
土谷万里子

次長（兼）
黒田とみ子

在宅介護
支援センター

所長（兼）
水谷英一

介護福祉士
水島由紀

ホームヘルパー
掃部智子

朝　日
児童館

館長（兼）
来田秋生

次長心得
田邉香織

山　中
児童館

館長（兼）
水野春美

宮　崎
児童館

館長
松田みすず

朝日子育て
支援センター

所長（兼）
来田秋生

次長心得（兼）
田邉香織

宮崎子育て
支援センター

所長（兼）
松田みすず

織田子育て
支援センター

所長（兼）
水野春美

朝日保健
センター

保健師(兼)
木下里美

織田保健
福祉センター

保健師(兼)
古川智巳

朝日北
保育所

所長
上野正枝

保育士
竹内喜美・月田有香・中山貴世

調理員
渡辺奈保美

宮崎中央
保育所

所長
玉邑弘子

保育士
武内真理子・芝田優子・木下昭代
青山美智代・近藤恵美・齋藤忠良

商工観光課

課長
上野三千男

課長補佐
齋藤健治

課員
髙木剛彦・大矢康一・木原尚裕
宮﨑みか・毛利裕昭
事務補助員
神﨑美幸

住　宅
政策室

室長
牧田芳広

室長補佐
近藤由美子

課員
小西智弘・山﨑充晃

織田病院
院長
島田政則

建設理事

古川吉彦
建設課

課長
渡邉照夫

課長補佐
友広家延

課員
森崎晃次・上坂健一・山内了輔
毛利章憲・安井俊幸・牧野正克
牧田茂晴・安原沙紀
技術補助員
小川　茂

上下水道課
課長
山塙利光

課長補佐
佐々木直人

課員
青山秋彦・清水英一・荒井基志
水島伸也・山田幸一・三七広樹
大橋直人・藤田智広・小山喜世美

工　事
検査室

室長
上坂光弘

室長補佐
山谷芳一

課員
内藤　諭

建　

設　

部　

門

織田病院事務局
局長
間所英樹

織田病院
事 務 局

事務局次長
冨田得夫

局員
堀　真喜・森崎さゆり・正木俊行・水島美奈

会計課 課長
北嶋一男

課長補佐
河合純子

課員
高松千鶴

織　
　

田　
　

病　
　

院

副院長
加藤　大

小児科部長
藤本正子

薬剤師
島野敦生

調理員
西野ひとみ

放射線技師
佐々木喜代治
木下成路

作業療法士
渡辺理絵
齊藤友広

副院長
津向伸哉

内科医師
内藤慶英

薬局長
坊　正佳

管理栄養士
久守勘司

社会福祉士
高木祐子

看護師長代理
上坂由理子
山田純栄

看護師
小林美紀・林智寿子・林　勝世・増渕純子・左近景子
佐藤登己子・水島茂美・三田村広美・村瀬幸江・藤木千恵美
大坂静香・富永直子・中井孝子・河上友美・松田　円
岩崎佳代・林　和美・田中さおり・酒井則子・野村和美
中西博美・杉本留美・勝見奈穂子・山本弥生・田中成美
桑野祐里枝・髙阪奈緒美・伊藤優美・堀　　恵

臨床検査技師
岡山正樹
嶋津恵理子

理学療法士
川端昭宏
山﨑義治
井上利益
向嶋　裕

言語聴覚士
直　砂織
山本麻依子

会計管理者

小刀称治一

教育委員会事務局
局長
河原　健

学校教育課
課長
三田村和久

課長補佐
岡田正一

課員
髙木裕見子・水島友樹・森下千尋
渡辺大作

教育長

産業理事

北野壽一

農林水産課

課長
武藤盛之

課長補佐
水島博之

課員
山口和美・尾澤正章・宮川泰昌
北島崇行・阪下倫夫・山本周二良
竹内敏雄・中西亜由美・鷲田久憲
浜野宏次・菱谷祐子

水産
振興室

室長
佐々木靖郎

室長補佐
中村あい

課員
福澤秀一

産　

業　

部　

門

小曽原
保育所

所長
清水幸子

保育士
西栁千晴・谷口万絵・福岡沙織

調理員
磯網美代子

民　
　
　
　
　

生　
　
　
　
　

部　
　
　
　
　

門

民　

生　

部　

門

(財)越前町公共施設管理公社
佐々木訟覚・松本　淳

福井県
安井正樹

福井県地方税滞納整理機構(兼)
野　哲治

福井赤十字病院
田中麻耶

福井県丹南広域組合
上山和美

福井県後期高齢者医療広域連合
上野孝則

鯖江広域衛生施設組合
北野宗昭

派 遣 職 員

生涯学習課
課長
加藤昭宏

課長補佐
菅原辰彦

課員
竹澤朋恵・佐々木貴久・宮永裕次
坂下由美子・堀内文夫・増田佑馬

越前町生涯
学習ｾﾝﾀｰ

所長(兼)
加藤昭宏

課長補佐(兼)
菅原辰彦

課員(兼)
竹澤朋恵・佐々木貴久・宮永裕次
坂下由美子・堀内文夫・増田佑馬

越前町生涯学習
ｾﾝﾀｰ宮崎分館

分館長(兼)
加藤昭宏

課長補佐
木村美枝子

課員
高原健二

越前町生涯学習
ｾﾝﾀｰ越前分館

分館長(兼)
加藤昭宏

課長補佐
黒田三博

課員
川邉初美

越前町生涯学習
ｾﾝﾀｰ織田分館

分館長(兼)
加藤昭宏

課長補佐
左近昭博

課員
牧田千佳

文　化
スポーツ室

室長
佐々木大輔

室長補佐
桝田明美

課員
森下智晴・川端雅旭
学芸員
堀　大介

文　化
歴史館

学芸員
小辻陽子・村上雅紀

朝日
学校給食
センター

所長(兼)
三田村和久
次長(兼)
岡田正一

運転手
前田彰治
橋本弘美

調理員
森川陽子・吉田くみえ・宮川幸代
進士利栄・齊藤ひろみ・相馬はるみ
三田村保夫

宮崎
学校給食
センター

所長(兼)
三田村和久
次長(兼)
木村美枝子

調理員
水嶋万寿美・木原ひとみ・京藤直美

越前
学校給食
センター

所長(兼)
三田村和久
次長(兼)
黒田三博

調理員
木村美惠子・田中久美子・大川好枝・神谷宗典

織田
学校給食
センター

所長(兼)
三田村和久
次長(兼)
左近昭博

運転手
松村　修

調理員
掃部満寿美・小倉美鶴

町　立
図書館

館長
滝本正美

司書
堤　和代

町立図書館
織田分館

司書
安井明希子

町立図書館
宮崎分館

分館長(兼)
滝本正美

司書
文室小百合

町立図書館
越前分館

分館長(兼)
滝本正美

司書
阿部祥子

教　
　
　

育　
　
　

委　
　
　

員　
　
　

会

朝　日
小学校

用務員
堂下由起美

宮　崎
小学校

用務員
田中政江

織　田
中学校

用務員
山内つゆ子

織　田
小学校

用務員
芳野美惠子

城　崎
小学校

用務員
浜野恵子

朝　日
中学校

用務員
馬谷まり子

越　前
中学校

用務員
鈴木婦紀子

議　会

町　長

議会事務局
局長
向當一郎

次長
鈴木恵美

総務課

課長
梅野秀一

課長補佐(行政)
杉本恭伸
課長補佐(防災)
井上義宣
課長補佐(人事)
藤﨑健一

課員
轟久美子・岡山克大・岡田寿子
伊部由三・水野義之・西　益男
駒野裕子・小辻和正・水嶋康志郎

住民課
課長
塩治鈴江

課長補佐
上坂明子

課員
牛若千鶴・杉森　匡・柴矢昌美
青山晴彦・飛田莉奈江

まちづくり課

課長
出口俊一 

課長補佐(政策)
津田豊申
課長補佐
(コミュニティ )
林　和美

課員
小山さとみ・伊部茂幸・中村英哲
古﨑竜司・藤野祐子

企画財政課
課長
武藤幹雄

課長補佐
原　雅哉

課員
佐々木桂子・笠川晃央・畑　優器
清水拓郎・大橋伸也

監理課
課長
佐々木明彦

課長補佐
山口隆司

課員
小河宗基・森﨑千春・佐々木岳大
谷口悦子

税務課
課長
和田弘美

課長補佐
奥谷富治子

課員
後藤邦枝・河瀬慎人・川嶋孝史
河合　智・鈴木亜紀子・髙木浩輔
竹内史哉

宮崎
コミュニティ
センター

センター長(兼)
出口俊一

センター長
補佐(兼)
林　和美

課員
佐々木幸恵・新谷　満 
課員(兼)
石川智美

課員(併)
高原健二

越前
コミュニティ
センター

センター長(兼)
出口俊一

センター長
補佐(兼)
林　和美

課員
道畑直和・黒崎一哉
課員(兼)
森下亜希子

課員(併)
川邉初美

織田
コミュニティ
センター

センター長(兼)
出口俊一

センター長
補佐(兼)
林　和美

課員
上坂佳一・佐々木浩子
課員(兼)
黒田麻里

課員(併)
牧田千佳

宮崎住民
サービス室

室長(兼)
出口俊一

室長補佐
佐々木由里

課員
石川智美
課員(兼)
佐々木幸恵・新谷　満 

越前住民
サービス室

室長(兼)
出口俊一

室長補佐
臥龍岡尊哉

課員
森下亜希子
課員(兼)
道畑直和・黒崎一哉

織田住民
サービス室

室長(兼)
出口俊一

室長補佐
菅原多恵 

課員
黒田麻里
課員(兼)
上坂佳一・佐々木浩子

納　税
推進室

室長
宇野與市郎

室長補佐
中上由美

課員
谷口浩之・見谷理奈・高原利則
野　哲治

行政改革
推進室

室長
畑　雅樹

室長補佐
石田和也

課員
久保義治・三上順子

社会福祉
支援室

室長
齋藤忠左ヱ門

室長補佐
木本加代子

課員
佐々木ひとみ・山田宗治・木原千晶

国　際
交流室

室長
酒井英則

室長補佐
稲田明美

課員
下仲　翔

男女共同
参画室

室長
上野笑子

室長補佐
山下和信

課員
大鎌延浩

書記
林　康彦

副町長
総務理事

吉田治夫

民生理事

野　賢一

朝日中央
保育所

所長
佐藤千津子

保育士
西村千香子・牧野由美恵・松葉雪枝
谷口育代・山下京子・小荒繁美
木下祐子・鷲田一貴・北島　翔
水嶋悠子

調理員
牛若順子

朝日西
保育所

所長
渡邉みき代

保育士
井上佳津代・北島優子・青山裕美
金本芳恵

調理員
冨田とみゑ

朝日南
保育所

所長
宮川和代

保育士
横田米子・高原律子・戸田沙織

調理員
青山みや子

総　
　
　
　

務　
　
　
　

部　
　
　
　

門

課長
来田秋生

課長補佐
吉田純子

課員
武田喜之・松島顕子・坂下哲哉
川﨑瑞奈

子育て支援課

高齢福祉課

課長
渡邉きみえ

課長補佐
渡邉三峰子

課員
中村弘和・中倉京子・和田幸也
間之口翠
介護福祉士
姉﨑加奈子

ホームヘルパー
三上裕美子・高橋浩子・網渕美春

事務補助員
春木明美
川上清恵

保健衛生課
課長
青山右近

課長補佐（環境）
松村徹治
課長補佐（保健）
吉田直子

課員
小道世知紀・木村良太
保健師
木下里美・南　七恵

健　康
増進室

室長
水谷英一

室長補佐
水嶋敬子
室長補佐
出口博美

課員
山﨑美保子

栄養士
榎本博美

保健師
岡田明代・高島幸恵

室長補佐
古川智巳

織　田
児童館

館長
水野春美

地域包括
支援センター

所長（兼）
水谷英一

次長
黒田とみ子

保健師
谷﨑美香世

ホームヘルパー
土谷万里子

次長（兼）
黒田とみ子

在宅介護
支援センター

所長（兼）
水谷英一

介護福祉士
水島由紀

ホームヘルパー
掃部智子

朝　日
児童館

館長（兼）
来田秋生

次長心得
田邉香織

山　中
児童館

館長（兼）
水野春美

宮　崎
児童館

館長
松田みすず

朝日子育て
支援センター

所長（兼）
来田秋生

次長心得（兼）
田邉香織

宮崎子育て
支援センター

所長（兼）
松田みすず

織田子育て
支援センター

所長（兼）
水野春美

朝日保健
センター

保健師(兼)
木下里美

織田保健
福祉センター

保健師(兼)
古川智巳

朝日北
保育所

所長
上野正枝

保育士
竹内喜美・月田有香・中山貴世

調理員
渡辺奈保美

宮崎中央
保育所

所長
玉邑弘子

保育士
武内真理子・芝田優子・木下昭代
青山美智代・近藤恵美・齋藤忠良

商工観光課

課長
上野三千男

課長補佐
齋藤健治

課員
髙木剛彦・大矢康一・木原尚裕
宮﨑みか・毛利裕昭
事務補助員
神﨑美幸

住　宅
政策室

室長
牧田芳広

室長補佐
近藤由美子

課員
小西智弘・山﨑充晃

織田病院
院長
島田政則

建設理事

古川吉彦
建設課

課長
渡邉照夫

課長補佐
友広家延

課員
森崎晃次・上坂健一・山内了輔
毛利章憲・安井俊幸・牧野正克
牧田茂晴・安原沙紀
技術補助員
小川　茂

上下水道課
課長
山塙利光

課長補佐
佐々木直人

課員
青山秋彦・清水英一・荒井基志
水島伸也・山田幸一・三七広樹
大橋直人・藤田智広・小山喜世美

工　事
検査室

室長
上坂光弘

室長補佐
山谷芳一

課員
内藤　諭

建　

設　

部　

門

織田病院事務局
局長
間所英樹

織田病院
事 務 局

事務局次長
冨田得夫

局員
堀　真喜・森崎さゆり・正木俊行・水島美奈

会計課 課長
北嶋一男

課長補佐
河合純子

課員
高松千鶴

織　
　

田　
　

病　
　

院

副院長
加藤　大

小児科部長
藤本正子

薬剤師
島野敦生

調理員
西野ひとみ

放射線技師
佐々木喜代治
木下成路

作業療法士
渡辺理絵
齊藤友広

副院長
津向伸哉

内科医師
内藤慶英

薬局長
坊　正佳

管理栄養士
久守勘司

社会福祉士
高木祐子

看護師長代理
上坂由理子
山田純栄

看護師
小林美紀・林智寿子・林　勝世・増渕純子・左近景子
佐藤登己子・水島茂美・三田村広美・村瀬幸江・藤木千恵美
大坂静香・富永直子・中井孝子・河上友美・松田　円
岩崎佳代・林　和美・田中さおり・酒井則子・野村和美
中西博美・杉本留美・勝見奈穂子・山本弥生・田中成美
桑野祐里枝・髙阪奈緒美・伊藤優美・堀　　恵

臨床検査技師
岡山正樹
嶋津恵理子

理学療法士
川端昭宏
山﨑義治
井上利益
向嶋　裕

言語聴覚士
直　砂織
山本麻依子

会計管理者

小刀称治一

教育委員会事務局
局長
河原　健

学校教育課
課長
三田村和久

課長補佐
岡田正一

課員
髙木裕見子・水島友樹・森下千尋
渡辺大作

教育長

産業理事

北野壽一

農林水産課

課長
武藤盛之

課長補佐
水島博之

課員
山口和美・尾澤正章・宮川泰昌
北島崇行・阪下倫夫・山本周二良
竹内敏雄・中西亜由美・鷲田久憲
浜野宏次・菱谷祐子

水産
振興室

室長
佐々木靖郎

室長補佐
中村あい

課員
福澤秀一

産　

業　

部　

門

小曽原
保育所

所長
清水幸子

保育士
西栁千晴・谷口万絵・福岡沙織

調理員
磯網美代子

民　
　
　
　
　

生　
　
　
　
　

部　
　
　
　
　

門

民　

生　

部　

門

(財)越前町公共施設管理公社
佐々木訟覚・松本　淳

福井県
安井正樹

福井県地方税滞納整理機構(兼)
野　哲治

福井赤十字病院
田中麻耶

福井県丹南広域組合
上山和美

福井県後期高齢者医療広域連合
上野孝則

鯖江広域衛生施設組合
北野宗昭

派 遣 職 員

生涯学習課
課長
加藤昭宏

課長補佐
菅原辰彦

課員
竹澤朋恵・佐々木貴久・宮永裕次
坂下由美子・堀内文夫・増田佑馬

越前町生涯
学習ｾﾝﾀｰ

所長(兼)
加藤昭宏

課長補佐(兼)
菅原辰彦

課員(兼)
竹澤朋恵・佐々木貴久・宮永裕次
坂下由美子・堀内文夫・増田佑馬

越前町生涯学習
ｾﾝﾀｰ宮崎分館

分館長(兼)
加藤昭宏

課長補佐
木村美枝子

課員
高原健二

越前町生涯学習
ｾﾝﾀｰ越前分館

分館長(兼)
加藤昭宏

課長補佐
黒田三博

課員
川邉初美

越前町生涯学習
ｾﾝﾀｰ織田分館

分館長(兼)
加藤昭宏

課長補佐
左近昭博

課員
牧田千佳

文　化
スポーツ室

室長
佐々木大輔

室長補佐
桝田明美

課員
森下智晴・川端雅旭
学芸員
堀　大介

文　化
歴史館

学芸員
小辻陽子・村上雅紀

朝日
学校給食
センター

所長(兼)
三田村和久
次長(兼)
岡田正一

運転手
前田彰治
橋本弘美

調理員
森川陽子・吉田くみえ・宮川幸代
進士利栄・齊藤ひろみ・相馬はるみ
三田村保夫

宮崎
学校給食
センター

所長(兼)
三田村和久
次長(兼)
木村美枝子

調理員
水嶋万寿美・木原ひとみ・京藤直美

越前
学校給食
センター

所長(兼)
三田村和久
次長(兼)
黒田三博

調理員
木村美惠子・田中久美子・大川好枝・神谷宗典

織田
学校給食
センター

所長(兼)
三田村和久
次長(兼)
左近昭博

運転手
松村　修

調理員
掃部満寿美・小倉美鶴

町　立
図書館

館長
滝本正美

司書
堤　和代

町立図書館
織田分館

司書
安井明希子

町立図書館
宮崎分館

分館長(兼)
滝本正美

司書
文室小百合

町立図書館
越前分館

分館長(兼)
滝本正美

司書
阿部祥子

教　
　
　

育　
　
　

委　
　
　

員　
　
　

会

朝　日
小学校

用務員
堂下由起美

宮　崎
小学校

用務員
田中政江

織　田
中学校

用務員
山内つゆ子

織　田
小学校

用務員
芳野美惠子

城　崎
小学校

用務員
浜野恵子

朝　日
中学校

用務員
馬谷まり子

越　前
中学校

用務員
鈴木婦紀子



男 女 共 同 参 画 室
こ ん に ち は ！

か ら

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

国際交流室から一言
A  word  from  the  international  arena...

T
O
P
I
C
S

え
ち
ぜ
ん
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４
月
３
日
に
町
営
朝
日
総
合
運
動
場
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー

ト
で
第
7
回
町
協
会
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
町
内
の
17
チ
ー
ム
、約
１
０
０
人
の
愛
好
者
が
参

加
し
、交
流
を
深
め
な
が
ら
競
技
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
試
合
結
果
】

優　

勝

　

フ
レ
ッ
シ
ュ （
朝
日
地
区
）

準
優
勝

　

織
田　

萩　

 （
織
田
地
区
）

第
３
位

　

オ
タ
イ
コ　

 （
織
田
地
区
）

第
３
位

　

江
波
タ
ッ
チ （
宮
崎
地
区
）

　

4
月
17
日
、織
田
地
区
で
越
前
町
交

通
指
導
員
会(

織
田
地
区)

の
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
、地
元
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆

さ
ん
と
協
力
し
、地
区
内
の
交
差
点
約

３
０
０
か
所
に
施
さ
れ
た「
と
ま
れ
」の

文
字
や
足
型
マ
ー
ク
を
塗
り
な
お
し
ま

し
た
。

　

約
35
年
間
つ
づ
く
こ
の
事
業
は
、歩

行
者
の
飛
び
出
し
事
故
の
防
止
の
た
め

に
現
在
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　

４
月
10
日
・
16
日
、織
田
中
央
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
第
5
回
越
前
町
長
杯
学
童
野
球
大
会
が
開
か
れ
、町
内
軟

式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
4
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、各
チ
ー
ム
の
交
流
と
学
童
軟
式
野
球
の
技
術
力

向
上
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、総
当
た
り
リ
ー
グ

戦
を
行
い
、朝
日
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
見
事
2
連
覇
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
た

様
子
で
、随
所
に
好
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す（
順
位
は
勝
敗
数
、直
接
対

決
勝
敗
に
よ
り
決
定
）。

優　

勝　

朝
日
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

準
優
勝　

越
前
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ

第
3
位　

宮
崎
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ

第
4
位　

織
田
ジ
ュ
ニ
ア
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

第 73 回
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越前町国際交流協会　総会・国際理解講演会

国際交流室　☎34－8713問合せ先

　3月27日、町国際交流協会の総会、および国際理解講演会が開
催されました。
　総会では、平成22年度の事業経過報告、収支決算報告、および、
平成23年度の事業計画（案）、収支予算（案）が議題に挙げられ、無
事承認を受け、新たに23年度に向かって出発することが出来ま
した。
　引き続き行われた国際理解講演会では、町内外から100人超の
方にご来場いただきました。
　講師のJ.A.T.D.にしゃんた氏には、「にしゃんたの東方見聞録」
と題して、多文化共生などについて分かりやすく講義していただきました。
　「人種の違いはもちろん、日本人の中でも世代や性別などで違いが表れてきている。日本人、外国人、色々な立場
の人たちと出会い、違いを積極的に受け入れ、繋がっていくことで、力となり強くなれる、優しくなれる」とお話し
いただきました。
　また、落語も披露していただき、大盛況のうちに、22年度の幕を閉じることが出来ました。

これで分かる！町の参画推進状況
～「平成22年度男女共同参画年次報告書」作成～

　平成22年度の締めくくりにあたり、町の男女共同参画推進状況を報
告書にまとめました。内容は、町の人口や家族類型等の基礎データを
はじめ、様々な分野への男女の参画状況、町施策の実施状況、つどい等
の啓発状況等々を網羅しており、この１冊で町の現状と取り組みが分
かります。
　本報告書は、議会や区長会をはじめ推進関連団体に配布するととも
に、町ホームページに掲載するなど、男女共同参画推進条例に基づいて
毎年作成し、公表していきます。
　また、町男女共同参画審議会から提出された案をもとに、5月末には「えちぜん男女共同参画プラン
（改定）」を作成して、ダイジェスト版等により更なる啓発を進めていきます。

▲平成22年度年次報告書

男女共同参画室 ☎34－8715申込・問合せ先

▲優勝した朝日野球スポーツ少年団の皆さん

▲優勝したフレッシュの皆さん

▲小河夢大さん（高佐）

協
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

あ
し
が
た
ペ
イ
ン
ト

　

3
月
20
日
富
山
県
氷
見
市
に
て
北
信
越
の
ラ
ン
キ
ン
グ
上

位
チ
ー
ム
を
招
待
し
て
行
わ
れ
る
第
24
回 

斎
藤
弥
九
郎
顕

彰
碑
建
立
記
念
少
年
剣
道
大
会（
福
井
・
石
川
・
富
山
・
新
潟
・

長
野
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
河
さ
ん
は
、団
体
戦
の
ほ
か
チ
ー
ム
代
表
者
で
行
わ
れ

る
個
人
戦
に
出
場
し
見
事
３
位
入
賞
を
は
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、小
河
さ
ん
は
３
月
末
に
出
場
予
定
の
全
国
大
会
が

震
災
に
よ
り
中
止
な
り
残
念
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、『
全
国
大

会
は
地
震
の
た
め
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
仕
方
あ
り
ま
せ

ん
。
剣
道
が
で
き
る
だ
け
で
も
感
謝
し
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。』と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
、益
々
の
活
躍
に
期
待
し

ま
す
。

斎
藤
杯
少
年
剣
道
大
会（
北
信
越
大
会
）

個
人
戦
３
位
入
賞
！（
中
学
男
子
の
部
）

朝
日
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優
勝
に

輝
く
！　
～
町
長
杯
学
童
野
球
大
会
～

～気づき事業・出前講座受付開始～
　区や団体で、男女共同参画気づき事業や出前講座を希望する人、また興味をお持ちの
人は、お気軽に参画室へご連絡・ご相談ください。



え
ち
ぜ
ん
I
N
F
O
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M
A
T
I
O
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町
か
ら
の
お
知
ら
せ

え
ち
ぜ
ん
I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
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　子育て支援センターとは、保護者の子育ての悩みに相談や情報提供などで支援活動を行う施設で
す。また悩み相談だけでなく乳幼児や保護者の憩いの場として遊び場の提供や様々なイベント活動
を企画しており参加した子ども同士・親同士で仲間づくりも行えます。
　町内には5つの子育て支援センターがあり、どの施設でも利用することができます。
　各子育て支援センターの事業は広報紙「ちょっぽのこ」でも紹介しています。
　お気軽に各子育て支援センターにおたずねください。

　3月30日、織田コミュニティセンターにおいて「織田地
域コミュニティ運営委員会」の設立総会が開催されました。
　織田地区では、昨年7月に織田地域コミュニティ設立準備
委員会が立ち上がり、運営委員会の目的・活動・構成員など
について検討を重ねてきました。
　運営委員会は、地区内の住民と各支部代表区長をはじめと
する各種団体の皆さん34人で構成されています。今後、地
域の特色を活かした「子どもから大人まで参加できるまちづ
くり」をテーマに、各種団体と連携を図りながら、みんなで
考え、自由に意見を出し合い、にぎわいのあるまちづくりを
進めていきます。そのために、伝統文化の継承を通した世代
間交流、生活安全の確保、住環境の美化活動、若者・青少年
の活動支援をキーワードに積極的な活動を進めていきます。

子育て支援センターをご活用ください

「織田地域コミュニティ運営委員会」が設立されました！
～地域の賑わいは、みんなの手で～

《委員のみなさん》

町内子育て支援センター　一覧

　姉　崎　敏　明
　泉　　　勇　気
　伊　藤　智　徳
　臼　屋　祐樹夫
　恵　美　小百合
　笠　原　慎　三
　河　上　潤　一
　河　𠩤　和　代
　河　原　紀　夫
　北　嶋　幸　雄
　耒　馬　敏　明
　小　辻　愼　一

　小　辻　壽　之
　駒　野　千　尋
　駒　野　傳一郎
　駒　野　信　昭
　坂　下　正　人
　佐々木　隆　興
　芝　　　悦　子
　杉　森　保　子
　鈴　木　秀　美
　高　畑　光　夫
　田　中　利　宏
　鳥　居　裕　嗣

　中　村　和　明
　林　　　⻆　栄
　林　　　幸　平
　林　　　修　造
　堀　　　豊　一
　堀　　　弘　忠
　松　葉　一　子
　水　嶋　博　實
◎森　川　幸　夫
　和　田　幹　弘

　　（◎は委員長）

施　設　名 住　　　　　　所 電話番号

朝日子育て支援センター 西田中19－6－1（朝日児童館内） 34－7123

宮崎子育て支援センター 江波68－27（宮崎児童館内） 32－2323

織田子育て支援センター 織田153－3（織田児童館内） 36－2232

はぎの子育て支援センター 萩野73－2（はぎの保育園内） 36－0396

越前子育て支援センター 梅浦60－15－3（四ヶ浦保育園内） 37－0900

午前9：00 ～午後2：00

土・日曜日、祝祭日、年末年始
　　　　　　無料

開館時間

休 館 日

利 用 料

かみのだ・ひまわりの里 宅地分譲好評販売中!!
定住促進支援制度スタートでいろいろな補助がうけられます

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と
補
強
プ
ラ
ン
作
成
お
よ
び
耐
震
改
修
工
事
を
支
援
し
ま
す
。

　

町
で
は
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
し
、町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
、一
戸
建
て

住
宅
の
耐
震
診
断
、補
強
プ
ラ
ン
作
成
お
よ
び
耐
震
改
修
工
事
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

耐
震
診
断
・
補
強
プ
ラ
ン
作
成
へ
の
支
援

【
対
象
に
な
る
木
造
住
宅
】

●

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、一
戸
建
て
木
造
住
宅
で
３
階

建
て
以
下
の
も
の
。

　
（
店
舗
な
ど
と
併
用
し
て
い
る
住
宅
は
、延
床
面
積
の
１
／
２
以
上
が
住
宅
の
用

途
で
あ
る
こ
と
）

【
対
象
と
な
る
耐
震
診
断
】

●「
福
井
県
木
造
住
宅
耐
震
促
進
協
議
会
」が（
財
）日
本
建
築
防
災
協
会
の
定
め
る

「
一
般
診
断
法
」で
行
う
耐
震
診
断
に
限
り
ま
す
。

【
負
担
額
】

●

耐
震
診
断　
　

個
人
負
担
３
、０
０
０
円

●

補
強
プ
ラ
ン　

個
人
負
担
３
、０
０
０
円

●

あ
わ
せ
て
、6
、０
０
０
円
の
個
人
負
担
で「
福
井
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
」に
よ

る
耐
震
診
断
、補
強
プ
ラ
ン
の
作
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
耐
震
診
断
、補
強
プ
ラ
ン
作
成
は
、原
則
と
し
て
セ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、以
前
に
耐
震
診
断
を
受
け
た
人
は
、補
強
プ
ラ
ン
の
み
の
申
込
み
に

な
り
ま
す
。

耐
震
改
修
工
事
へ
の
支
援

【
対
象
に
な
る
木
造
住
宅
】

●

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
設
さ
れ
た
木
造
住
宅
。

●

町
の
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業
に
よ
る
耐
震
診
断
を
受
け
た
木
造
住
宅
で
診
断
の
結

果
、上
部
構
造
評
点
が
1.0
未
満
の
住
宅

【
対
象
と
な
る
改
修
工
事
】

●

改
修
後
の
診
断
評
点
を
0.7
以
上
に
す
る
耐
震
改
修
工
事
。

●

福
井
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
が
補
強
計
画
及
び
工
事
監
理
を
行
い
、福
井
県
木

造
住
宅
耐
震
推
進
協
議
会
の
判
定
を
受
け
る
こ
と
。

【
補
助
金
の
額
】

●

耐
震
改
修
工
事
費
用
の
２
／
３
以
内
で
、60
万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
、募
集
件
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。
申
込
多
数
の
場
合
、平
成
24
年
度

以
降
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、ご
了
承
下
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先　
住
宅
政
策
室　

☎
３
４ｰ

８
７
２
７

我
が
家
の
耐
震
性
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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主　　催	 福井県聴力障害者福祉協会

開催日時	 平成23年6月23日～平成24年1月26日
（毎週木曜日）午後7時～ 9時
	※休講日…8/18、9/29、10/6、11/3、

10/11、12/22、12/29、
		 平成24年1/5

講座内容	 実技22回・講義3回・行事参加1回：
	 計26コマ

開催会場	 越前町朝日生涯学習センター　2階
	 視聴覚室

募集対象	 ①～③いずれの条件も満たしている人
	 ①手話奉仕員養成講座入門課程修了者
	 	• ①と同等の力を持っている人
	 	• 全国手話検定4級を有する人も可
	 ②手話サークルに通っている人
	 ③福井県内の聴覚障害者福祉の向上に

熱意のある人

定　　員	 20人

申込方法　	所定の申込用紙に必要事項を明記の上、
福井県聴力障害者福祉協会事務所まで

	 	50円ハガキ1枚  を添えて申し込んで
ください。

受 講 料	 5,000円

申込締切	 6月13日（月）必着

主　催	 第61回“社会を明るくする運動”
	 越前町実施委員会
募集規定	 ⑴　対　象
	 	・標語、作文とも町内に住所を有するか

勤務する人
	 ⑵　原　稿
	 	・用紙は、標語、作文とも原稿用紙とし、

作文は400字詰め原稿用紙3 ～ 5枚と
する。

	 	・標語および作文共に未発表のものに限り、
応募はそれぞれ一人1点とする。

	 ⑶　締切り　5月31日（火）必着
	 ⑷　提出先

越前町役場社会福祉支援室内“社会を
明るくする運動”越前町実施委員会

審　査　実施委員会に設置する「標語・作文審査委
員会」が行う。

表　彰	 ⑴　標語・作文共に概ね最優秀賞1点、優
秀賞3点とする

	 ⑵　表彰は、7月開催（開催日未定）の実
施委員会の席上にて行う。

その他	 作品の著作権、版権などは実施委員会に
帰属し、返却は行わない。

	 作文は、1枚目の1行目に題名を、2行目
に氏名を書く。

	 標語・作文共に氏名にはふりがなをつける。

趣　旨	 　「社会を明るくする運動」は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生に
ついて理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうと
する全国的な運動である。

	 　標語・作文の募集は、非行問題などに関して日ごろ考えていることや体験したことを表現するこ
とで、本運動に対する理解を深め、併せてこれらの作品の広報を通して関心を高め、理解を深める
ことをねらいとする。

受講申込および問合せ先

〒910-0026
福井市光陽2丁目3-22　県社会福祉センター2F
福井県聴力障害者福祉協会
手話奉仕員養成事業担当

TEL/0776-22-2538  FAX/0776-22-0321
E-mail/deaf2012fukui@yahoo.co.jp 

平成23年度福井県手話奉仕員養成講座
入門課程−2〔丹南会場〕のご案内

問合せ先　社会福祉支援室　☎34－8724

越
前
町
地
域
福
祉
計
画
等
策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

子
ど
も
手
当
は
引
き
続
き
支
給
さ
れ
ま
す

　

第
２
次
越
前
町
地
域
福
祉
計
画
・
障
が
い
者
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
は
、町
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
に
よ
り
、す
べ
て
の
町
民
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
自
立
し
た
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
皆
さ
ん
と
と
も
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
結
果
は
、本
人
に
通
知
し
ま
す
。

募
集
人
数　

若
干
名

応
募
資
格　

地
域
福
祉
に
関
心
の
あ
る
町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

応
募
方
法　

役
場
、各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

社
会
福
祉
支
援
室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

５
月
16
日（
月
）必
着

問
合
せ
先　

社
会
福
祉
支
援
室　

☎
３
４ｰ

８
７
２
４

　

子
ど
も
手
当
は
、平
成
23
年
4
月
～
9
月
ま
で
の
6
ヵ
月
間
こ
れ
ま
で
と
同
じ
月
額

１
３
，０
０
０
円
で
引
き
続
き
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

支
給
金
額 

子
ど
も
1
人
に
つ
き　

月
額
１
３
，０
０
０
円

支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も

 

0
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

 

（
0
歳
か
ら
15
歳
に
な
っ
た
後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
）

支
給
月 

平
成
23
年
6
月 （
平
成
23
年
2
月
分
～
5
月
分
）

 

平
成
23
年
10
月 （
平
成
23
年
6
月
分
～
9
月
分
）

　

ご
注
意

　
　

◆
次
の
人
は
、お
住
ま
い
の
市
町
村
へ
の
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
　
　

○
出
生
な
ど
に
よ
り
、新
た
に
養
育
す
る
子
ど
も
が
で
き
た
人　

　
　
　

○
既
に
受
給
し
て
い
て
、出
生
な
ど
に
よ
り
養
育
す
る
子
ど
も
が
増
え
た
人

　
　
　

○
既
に
受
給
し
て
い
て
、他
の
市
町
村
か
ら
引
越
し
を
さ
れ
た
人

　
　

◆
次
の
人
は
、手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

○
既
に
受
給
し
て
い
て
、支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も
の
数
に
変
更
が
な
い
人

　
　

◆
平
成
23
年
6
月
の
現
況
届
の
提
出
は
不
要
で
す
。

　
　
　

た
だ
し
、10
月
に
届
出
・
申
請
な
ど
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

　
詳
し
く
は
、子
育
て
支
援
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

子
育
て
支
援
課

 

☎
３
４ｰ

８
７
２
５

　

福
井
県
で
は
、身
体
障
害
者
等
用
駐
車
場
を
本
当
に
必
要

な
人
が
利
用
で
き
る
よ
う
、ハ
ー
ト
フ
ル
専
用
パ
ー
キ
ン
グ

（
身
体
障
害
者
等
用
駐
車
場
）利
用
証
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
身
体
障
害
者
等
用
駐
車
場
は
福
井
県
発
行
の「
ハ
ー

ト
フ
ル
専
用
パ
ー
キ
ン
グ（
身
体
障
害
者
等
用
駐
車
場
）利

用
証
」を
お
持
ち
の
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
「
利
用
証
」は
障
が
い
の
あ
る
人
や
高
齢
の
人
、妊
産
婦
な

ど
歩
行
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人
に
発
行
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
者
の
詳
細
や
申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、左
記
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先 

社
会
福
祉
支
援
室　

☎
３
４ｰ

８
７
２
４

 

丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

　
　
　
　

福
祉
課　

☎
５
１ｰ

０
０
３
４

※
申
請
は
、右
記
の
ほ
か
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
住
民
サ
ー
ビ
ス
室
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ト
フ
ル
専
用
パ
ー
キ
ン
グ
は
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
の
た

め
の
駐
車
場
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第61回 「社会を明るくする運動」 標語・作文の募集
“社会を明るくする運動” 越前町実施委員会
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越前消防団入団者、退団者紹介
　4月1日に越前消防団入退団の辞令交付式が丹生分署で行われました。越前消防団長に新たに佐々木隆興
氏、副団長に上平俊夫氏、橋本実氏が任命され新体制がスタートしました。
　新団員および長年消防団員として活躍していただいた退団者の紹介をします。

地　区 入　　団　　者 退　　団　　者
分　　団 氏　　名 分　　団 氏　　名

越前消防団 副 団 長 上　平　俊　夫 団　　長 松　村　紀　一
　 　 副 団 長 中　橋　　　衛

朝 日 地 区

第2分団 上　野　　　誠 第1分団 飛　田　重　治
第2分団 伊　藤　浩　佑 第1分団 石　田　達　夫
第3分団 三　村　圭　輔 第2分団 上　山　繁　樹
第3分団 西　宮　禎　和 第4分団 水　田　　　誠
第4分団 内　藤　　　淳 　 　

織 田 地 区 第1分団 河　原　修　二 第1分団 木　原　耕　二

越 前 地 区

第1分団 西ヶ花　　　洋 第1分団 寺　本　喜志男
第3分団 室　　　伸一郎 第1分団 山　口　哲　司
第3分団 親　崎　隆　幸 第3分団 井　上　敬　一
第3分団 福　岡　宏　亮 第3分団 福　岡　万寿夫
第4分団 木　下　　　剛 第4分団 山　下　竜　雄

第5分団 藤　本　　　誠
第6分団 須　磨　俊　介

宮 崎 地 区

第1分団 小　山　俊　明 第1分団 橋　本　和　彦
第2分団 古　川　雄　也 第2分団 籔　内　春　和
第2分団 伊　部　将　史 第2分団 籔　内　敏　昭
第3分団 近　藤　春　樹 第3分団 渡　辺　栄　次
第4分団 鷲　田　武　之 第4分団 山　田　　　衛

第5分団 下　宮　豊　勝

　

平
成
23
年
2
月
に
、
診
察
・
健
診
業
務
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
全
身
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
装
置
（
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ

ナ
ー
シ
ス
テ
ム
）が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ナ
ー

シ
ス
テ
ム
が
新
し
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
1
回
の
撮
影
で

同
時
に
複
数
（
頭
部
・
胸
部
・
腹
部
・
心
臓
な
ど
）
の
輪
切

り
像
（
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
）
が
得
ら
れ
る
と
と
も
に
、
精
細

な
３
Ｄ
画
像
（
立
体
像
）
を
作
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
検
査
時
間
の
短
縮
や
病
変
の
早
期
発

見
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
人
間
ド
ッ
ク
で
も
ご
利

用
頂
い
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

織
田
病
院　

☎
３
６ｰ

１
０
０
０

～ 
織
田
病
院
だ
よ
り 

～

◀ＣＴスキャナー　　
システム

※ 平成22年度 電源立地
地域対策交付金事業に
より設置されました。

▲撮影画像

福
井
県
眼
鏡
製
造
業
最
低
工
賃
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

地
域
防
災
力
の
向
上
に
寄
与

Ｊ
Ａ
越
前
丹
生

厨
女
性
消
防
隊
が
優
良
婦
人

消
防
隊
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
！

県
発
注
工
事
で
発
生
す
る
土
砂
の

受
入
れ
先
募
集

越
前
町
地
震
防
災
マ
ッ
プ
（
ゆ
れ
や
す
さ
マ
ッ
プ
お
よ
び
地
域

の
危
険
度
マ
ッ
プ
）
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
開
し
て
い
ま
す

平
成
23
年
5
月
1
日
～

１　

適
用
さ
れ
る
家
内
労
働
者
、
委
託
者
の
範
囲

県
内
で
眼
鏡
製
造
業
に
係
る
ね
じ
込
み
、
ろ
う
付
け
、
粗

磨
き
の
業
務
に
従
事
す
る
家
内
労
働
者
お
よ
び
こ
れ
ら
の

業
務
を
委
託
す
る
委
託
者

２　

最
低
工
賃
額

　
（
１
）
ね
じ
込
み
の
業
務

　
（
２
）
ろ
う
付
け
の
業
務

　
（
３
）
粗
磨
き
（
自
動
機
械
に
よ
る
も
の
を
除
く
）
の
業
務

問
合
せ
先　

福
井
県
労
働
局　

賃
金
室

☎
０
７
７
６ｰ

２
２ｰ
２
６
９
１

　

3
月
3
日
、
越
前
町

役
場
に
お
い
て
消
防
団

等
地
域
活
動
表
彰
伝
達

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
し
た
越
前
丹
生
農

業
協
同
組
合
は
、
消
防

団
活
動
へ
深
い
理
解
と

協
力
を
示
し
、
地
域
防

災
力
の
向
上
に
寄
与
し

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

2
月
24
日
に
東
京
都

ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
「
第
63
回 

日
本
消

防
協
会
定
例
表
彰
式
」
で

厨
女
性
消
防
隊
が
優
良
女

性
消
防
隊
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
厨
女
性
消
防

隊
は
昭
和
60
年
に
発
足
し
、

そ
の
永
き
に
わ
た
る
地
域

へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
全
国
で
表
彰
さ
れ
た
21
隊

の
中
に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
を
受
け
た
厨
女
性

消
防
隊
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
地
区
住
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
一
層
の
活

躍
を
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

丹 生 分 署　☎３６ｰ０１１９
朝日分遣所　☎３４ｰ０１１９
越前分遣所　☎３７ｰ０１１９

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
土
地
の
埋
立(

盛
土)

材
料
等
と
し
て

活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
土
砂
受
入
れ
が
可
能
な
人
を

募
集
し
ま
す
。

●
受
入
れ
地
で
の
押
土
、
敷
き
均
し
等
は
個
人
負
担
で
す

●
受
入
れ
土
量
が
原
則
10
ｔ
ダ
ン
プ
約
10
台
以
上

●
10
ｔ
ダ
ン
プ
に
よ
る
土
砂
搬
入
が
可
能
な
土
地

●
直
線
距
離
10
㎞
を
超
え
た
分
の
運
搬
費
は
、
個
人
負
担
と

な
り
ま
す

●
主
な
工
事
予
定
箇
所
…
天
王
、
下
糸
生
、
赤
井
谷　

他

　

詳
し
く
は
、

http://www.pref.fukui.lg.jp/doc/kanri/dosyakoubo.htm
l

問
合
せ
先　

丹
南
土
木
事
務
所
（
野
尻
）

　
　
　
　
　

☎
３
４ｰ

０
４
０
０

　

越
前
町
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
活
断

層
や
、ど
こ
で
も
お
起
こ
り
う
る
直
下
型
の
地
震
を
想
定
し
、

越
前
町
地
震
防
災
マ
ッ
プ
（
ゆ
れ
や
す
さ
マ
ッ
プ
お
よ
び
地

域
の
危
険
度
マ
ッ
プ
）
を
作
成
し
ま
し
た
。
地
震
が
発
生
し

た
際
の
避
難
所
や
と
る
べ
き
行
動
を
家
族
で
今
一
度
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
左
記
の
ア
ド
レ
ス
か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

http://w
w

w
.tow

n.echizen.fukui.jp/w
ebw

orks/
w

eb/info/detail.jsp?id=
1

9
0

8

問
合
せ
先　

総
務
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
０

部
　
　
位

材
　
質

金
　
　
　
額

丁
　
　
番

金
　
枠

（
洋
白
を
除
く
）

1
ヵ
所
に
つ
き
　

3
円
50
銭

丁
番
を
除
く

1
ヵ
所
に
つ
き
　
　
　

3
円

部
　
　
位

材
　
質

金
　
　
　
額

テ
ン
プ
ル

チ
タ
ン

1
本
に
つ
き
　

6
円

部
　
　
位

材
　
質

金
　
　
　
額

ブ
リ
ッ
ジ（
山
）と

リ
ム

洋
　
白

1
ヵ
所
に
つ
き
　
13
円

ブ
レ
ー
ス
バ
ー

（
わ
た
り
）と
リ
ム

1
ヵ
所
に
つ
き
　
10
円

ち（
智
）と
リ
ム

1
ヵ
所
に
つ
き
　
11
円

よ
ろ
い
ち（
よ
ろ

い
智
）と
リ
ム

1
ヵ
所
に
つ
き
　
13
円

パ
ッ
ド
足
と
リ
ム

1
ヵ
所
に
つ
き
　
10
円

丁
番
と
テ
ン
プ
ル

1
ヵ
所
に
つ
き
　
10
円

平成 23 年度　全国統一防火標語

「消したはず　決めつけないで　もう一度」

▲優良婦人消防隊表彰を町長に報告

一つ知り一つ忘れる春野かな　　　　　山内　照子
畑打ちし捨大根の転ばるる　　　　　　山内　昭子

震災地瓦礫の山に名残雪　　　　　　木村　松子
ほろ苦き酒のお供に蕗の未噌　　　　山内　節子
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犬の登録と狂犬病予防注射を受けて下さい！
　畜犬（飼い犬）は法律により、登録と年1回の狂犬病予防注射が義務付けられています。5月16日（月）～
24日（火）の下記日程にて町内各地で狂犬病予防集合注射を実施します。動物病院で、狂犬病予防注射の接種
および注射済票の交付がまだの犬は、いずれかの場所で必ず受けてください。

◎会場に犬が多く集まりますと、吠
えたり興奮したりなど管理上の
問題が予想されます。お年寄り
や小さなお子さんだけのご来場
はなるべく控え、犬を保定できる
方が申請をお願いします。

◎最近、飼い主のモラルが問われて
います。ペットは飼い主を選べ
ません。愛情と責任を持って飼
いましょう。また、周囲に迷惑を
かけることなく、快適にペットと
暮らすためにも適切なしつけを
しましょう。ふん尿などは、適切
に処理し、周囲の環境保全に努め
ましよう。

【持参物】
①印鑑
②登録・注射に必要

な金額（表①参照）
③案内ハガキ
④狂犬病予防注射済

証明書 （既に注射
を済ませた場合）

表① （単位：円）

登録手数料 予防注射料金 注射済票交付手数料
計

3,000 2,300 550

新 た に 登 録 す る 犬 ○ ○ ○ 5,850

既 に 登 録 済 み の 犬 ○ ○ 2,850

既に注射、登録済みの犬 ○ 550

月　　日 実　施　場　所 時　　間

5月16日（月）

岩開区公民館 9：30～ 10：00

朝寿殿前駐車場 10：30～ 12：00

常磐就業改善センター（茱原） 13：20～ 14：00

小倉多目的集会施設 14：30～ 15：00

消防朝日第5分団防災施設前 15：30～ 16：00

5月17日（火）

陶の谷サブセンター 9：30～ 10：00

以前の宮崎保健センター 10：30～ 12：00

八田集落センター 13：30～ 14：30

若竹荘西側駐車場 15：00～ 16：00

5月23日（月）

越前サブコミュニティセンター
（旧越前町生涯学習センター越前分館） 9：30～ 10：30

高佐地区集会施設前 11：00～ 12：00

越前コミュニティセンター前 13：10～ 15：00

5月24日（火）

越前町生涯学習センター織田分館 9：30～ 10：40

萩野生活改善センター 11：00～ 12：00

織田コミュニティセンター 13：10～ 15：00
問合せ先
保健衛生課　☎34－8710

マルメロの花と聞きつゝ眺め居る　　　西元　青石
鶯の初音にしばし頬ゆるむ　　　　　嵐　喜美枝
展示場一足早く春満開　　　　　　　酒井スマ子

花
の
茶
屋
「
よ
っ
て
駅
ね
」
の

経
営
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

１
．
施
設
の
所
在
地

　
　

越
前
町
織
田
第
32
号
44
番
地

２
．
施
設
の
種
類

　
　

木
造
瓦
葺
平
屋
建　

延
床
面
積　

１
０
８･

１
６
㎡

　
　
（
花
の
茶
屋  

６
０･

４
６
㎡　

屋
外
ト
イ
レ  

４
７･

７
０
㎡
）

３
．
募
集
期
間

　
　

平
成
23
年
5
月
1
日
～
5
月
31
日
（
火
）

※
条
件
な
ど
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
商
工
観
光
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

商
工
観
光
課　

☎
３
４ｰ

８
７
２
０

　
　
　
　
　

http//w
w

w
.tow

n.echizen.fukui.jp

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政
に
対
し
て
「
困
っ
て
い
る

こ
と
」
や
「
要
望
し
た
い
こ
と
」
ま
た
は
「
苦
情
」
な
ど
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

も
し
あ
っ
て
も
直
接
言
い
に
く
い
と
い
う
人
の
た
め
に
、

そ
の
解
決
や
実
現
の
お
手
伝
い
を
す
る
の
が
総
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
「
行
政
相
談
委
員
」
で
す
。
平
成
23
年
4
月
1

日
付
け
で
、
次
の
方
が
引
き
続
き
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
再
任
】　

古
川　

英
彦
氏
（
小
曽
原
）

【
再
任
】　

濵
野　

仁
史
氏
（
小　

樟
）

問
合
せ
先　

総
務
課　

３
４ｰ

８
７
０
０

行
政
に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
を



え
ち
ぜ
ん

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

み
ん
な
集
ま
れ
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悠
久
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
、
輝
け
る
越
前
の
歴
史
・
文
化
を

知
ろ
う
。
そ
し
て
、
後
世
に
語
り
継
ご
う
。

　

越
前
発
信
・
地
域
密
着
型
、
越
前
学
講
義
。

　

身
近
な
歴
史
・
文
化
・
植
物
を
題
材
に
、
越
前
を
語
る
。

名
誉
塾
長　

梅
原　
　

猛 

（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
顧
問
）

塾　
　

長　

関　
　

敬
信

講　
　

師　

堀　
　

大
介
（
越
前
町
教
育
委
員
会
学
芸
員
）

　
　
　
　
　

小
辻　

陽
子
（
越
前
町
教
育
委
員
会
学
芸
員
）

　
　
　
　
　

村
上　

雅
紀
（
越
前
町
教
育
委
員
会
学
芸
員
）

　
　
　
　
　

松
本　
　

淳
（
福
井
総
合
植
物
園
園
長
）

　
　
　
　
　

早
坂　

英
介
（
福
井
総
合
植
物
園
学
芸
員
）

定　
　

員　

先
着
30
人

募
集
対
象　

18
歳
以
上

募
集
期
間　

5
月
2
日
（
月
）
か
ら
5
月
16
日
（
月
）
ま
で

申
込
方
法　

左
記
連
絡
先
に
電
話
で
申
込
み

参
加
費　

３
，
０
０
０
円
（
初
回
に
集
め
ま
す
）

問
合
せ
先　

越
前
町
内
郡
13ｰ

19ｰ

3

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
室　

☎
３
４ｰ

８
７
３
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

３
４ｰ

２
７
２
０

講
義
１　

劔
神
の
謎
と
初
期
神
宮
寺
の
成
立

講
師　
堀
大
介

日
時　
平
成
23
年
5
月
21
日
（
土
）

場
所　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

平
成
23
年
度
越
前
学
悠
久
塾
塾
生
募
集

内
容　
劔
神
社
の
発
掘
調
査
な
ど
、
最
新
の
研
究
成
果
を

も
と
に
、
古
代
史
の
大
き
な
謎
で
あ
る
劔
神
と
初

期
神
宮
寺
の
成
立
に
つ
い
て
解
明
す
る
。

講
義
２　

帰
化
植
物
を
考
え
る

講
師　
松
本
淳

日
時　
平
成
23
年
6
月
18
日
（
土
）

場
所　
福
井
総
合
植
物
園

内
容　
日
本
で
は
、
外
国
の
植
物
が
侵
入
し
て
く
る
。
現

在
見
ら
れ
る
雑
草
化
し
た
帰
化
植
物
に
つ
い
て
紹

介
し
、
帰
化
植
物
の
影
響
を
考
え
る
。

講
義
３　

欣
求
浄
土
―
越
前
一
向
一
揆
―

講
師　
村
上
雅
紀

日
時　
平
成
23
年
7
月
16
日
（
土
）

場
所　
織
田
文
化
歴
史
館

内
容　
日
本
最
大
の
宗
教
戦
争
、一
向
一
揆
を
取
り
上
げ
、

極
楽
往
生
を
求
め
た
浄
土
真
宗
門
徒
の
思
想
的
背

景
と
越
前
に
お
け
る
意
義
に
つ
い
て
考
え
る
。

講
義
４　

仏
教
民
俗
と
越
前
町

講
師　
小
辻
陽
子
・
村
上
雅
紀

日
時　
平
成
23
年
8
月
20
日
（
土
）

場
所　
織
田
文
化
歴
史
館

内
容　
夏
の
代
表
的
な
仏
教
民
俗
で
あ
る
七
夕
・
祇
園
会
・

水
無
月
大
祓
な
ど
の
起
源
と
、
実
際
の
行
事
の
様

子
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

講
義
５　

よ
く
見
る
と
面
白
い
秋
の
雑
草

講
師　
早
坂
英
介

日
時　
平
成
23
年
9
月
17
日
（
土
）

場
所　
未
定

内
容　
秋
の
田
ん
ぼ
や
野
原
に
は
イ
ネ
科
や
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

科
な
ど
の
細
長
い
雑
草
が
目
立
つ
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
よ
く
知
れ
ば
草
む
し
り
も
楽
し
く
な
る
だ
ろ
う
。

講
義
６　

織
田
一
族
の
ル
ー
ツ
を
さ
ぐ
る

講
師　
村
上
雅
紀

日
時　
平
成
23
年
10
月
15
日
（
土
）

場
所　
織
田
文
化
歴
史
館

内
容　
戦
国
大
名
・
織
田
信
長
の
先
祖
は
越
前
町
織
田
に

い
た
。
い
く
つ
か
の
説
が
知
ら
れ
て
い
る
織
田
一

族
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
整
理
し
、
当
町
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

講
義
７　

や
き
も
の
の
図
案
集

講
師　
小
辻
陽
子

日
時　
平
成
23
年
11
月
19
日
（
土
）

場
所　
織
田
文
化
歴
史
館

内
容　
雨
田
光
平
記
念
館
の
新
寄
贈
資
料
か
ら
当
時
の
陶

器
の
流
行
図
案
に
つ
い
て
考
え
る
。

講
義
８　

楽
器
の
歴
史
と
素
材

講
師　
早
坂
英
介
・
堀
大
介

日
時　
平
成
23
年
12
月
17
日
（
土
）

場
所　
織
田
文
化
歴
史
館

内
容　
木
材
は
楽
器
の
主
要
な
素
材
の
ひ
と
つ
。
木
材
の

種
類
に
よ
っ
て
音
色
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。ま
た
、

出
土
品
や
文
化
史
的
な
視
点
で
、
楽
器
や
音
楽
の

歴
史
に
つ
い
て
考
え
る
。

講
義
９　

仕
事
場
拝
見

講
師　
小
辻
陽
子

日
時　
平
成
24
年
1
月
21
日
（
土
）

場
所　
織
田
文
化
歴
史
館

内
容　
明
治
～
昭
和
初
期
ま
で
の
窯
場
の
様
子
を
資
料
や

当
時
を
知
る
人
の
証
言
を
も
と
に
考
え
て
み
よ
う
。

講
義
10　

海
・
山
・
里
の
信
仰

講
師　
堀
大
介

日
時　
平
成
24
年
2
月
18
日
（
土
）

場
所　
織
田
文
化
歴
史
館

内
容　

越
前
町
は
独
自
性
の
強
い
文
化
を
形
成
し
て
い

る
。
神
社
や
伝
承
、
考
古
資
料
な
ど
を
通
じ
て
、

海
、
山
、
里
の
信
仰
の
歴
史
を
考
え
よ
う
。

○
公
開
講
座　

外
部
講
師
に
よ
る
講
演
会

　

講
師
・
日
時
・
場
所　
未
定

※
講
義
の
開
始
時
間
は
す
べ
て
午
後
1
時
30
分
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
講
義
内
容
、
日
程
、
場
所
に
関
し
て
は
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

遺
跡
の
発
掘
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

発
掘
の
作
業
員
を
募
集
し
ま
す
。
町
の
歴
史
を
塗
り
か
え

る
大
発
見
に
立
ち
会
い
ま
し
ょ
う
。

　

実
施
期
間

　
　

７
月
中
頃
か
ら
２
週
間
ほ
ど

　
　

９
月
の
1
か
月
ほ
ど

　

募
集
期
間　

５
月
２
日
（
月
）
か
ら
11
日
（
水
）
ま
で

　

募
集
人
数　

5
人
程
度

　
　
　
　
　
　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
面
接
を
し
ま
す
。

　

対　
　

象 

町
内
在
住
の
人
で
、

体
力
に
自
信
の
あ

る
人
。
通
し
て
働

け
る
人
。

　

問
合
せ
先　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
室

　
　
　
　
　
　

☎
３
４
―
８
７
３
０

　

越
前
国
際
交
流
協
会
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
で
き
る
人

材
を
育
て
、
国
籍
と
文
化
の
違
い
を
超
え
る
「
共
生
す
る
社

会
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

日
本
人
と
外
国
人
が
お
互
い
認
め
合
い
、
助
け
合
い
、
住

み
や
す
い
越
前
町
を
実
現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
様
々
な
交

流
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
草
の
根
レ
ベ
ル
か
ら
の
「
共
生
す

る
社
会
」
の
浸
透
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
当
協
会
で
は
外
国
人
生
活
相
談
窓
口
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
生
活
相
談
窓
口
で
は
在
日
外
国
人
を
は
じ
め
、
日

本
人
か
ら
の
相
談
も
受
け
ま
す
。
窓
口
で
は
日
常
生
活
の
不

安
や
在
留
資
格
の
相
談
、
通
訳
の
相
談
な
ど
が
で
き
ま
す
。

22
年
度
に
受
け
た
相
談
は
左
記
の
通
り
で
す
。

•

外
国
人
の
自
営
業
者
の
税
金
に
つ
い
て
の
相
談

•

外
国
人
へ
の
物
質
支
援
提
供
の
し
か
た
の
相
談

•

地
域
と
交
流
が
し
た
い
在
日
外
国
人
の
相
談

•

国
外
旅
行
に
必
要
な
書
類
の
通
訳

　

一
人
で
悩
ま
ず
に
ま
ず
外
国
人
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
ス
タ
ッ
フ
が
丁
寧
に

笑
顔
で
対
応
し
ま
す
。
ご
相
談
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

外
国
人
生
活
相
談
窓
口

　

越
前
町
国
際
交
流
協
会
（
越
前
町
役
場
国
際
交
流
室
内
）

　

☎
３
４-

８
７
１
３

　

E-m
ail:kokusai@

tow
n.echizen.lg.jp

第
23
回
越
知
山
泰
澄
ウ
ォ
ー
ク
＆

泰
澄
祭
の
ご
案
内

日
　
時 

平
成
23
年
５
月
29
日
（
日
）

 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
4
時
（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所 

丹
生
郡 

越
前
町 

杖
立
（
上
糸
生
）　

 

「
奥
糸
生
地
区
多
目
的
施
設
」（
旧
小
川
分
校
跡
）

参
加
者 

大
会
趣
旨
に
賛
同
す
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も
よ
い

（
但
し
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

内
　
容 

①
自
然
の
景
観
、
山
野
草
や
樹
木
、
史
蹟
を
鑑
賞

　

し
な
が
ら
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
登
山

 

②
山
頂
広
場
で
の
泰
澄
祭
、
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
、

　

史
蹟
散
策
な
ど

日
　
程 

午
前
8
時
20
分 

受
付
開
始

 

午
前
８
時
30
分 

入
山
式

 

午
前
９
時 

出
発　

ゆ
っ
く
り
登
山

 

午
前
11
時
40
分 

到
着　

越
知
神
社
参
拝

 

正
午 

泰
澄
祭

 
 

音
楽
鑑
賞
（
鯖
江
ハ
ー
モ
ニ
カ

倶
楽
部
に
よ
る
合
奏
）

 
 

昼
食
（
泰
澄
鍋
の
振
舞
い
）

 
 

展
望
台
史
蹟
な
ど
散
策

 

午
後
2
時 

下
山
式

 

午
後
2
時
5
分 

下
山
開
始
（
原
則
と
し
て
元
の

コ
ー
ス
を
下
る
）

　

 

午
後
4
時 

下
山
終
了
（
旧
小
川
分
校
跡
）

持
参
物 

弁
当
、
水
筒
、
お
や
つ
、
雨
具
、
軍
手
、
防
寒
具

（
ジ
ャ
ン
パ
ー
等
）

そ
の
他 

事
前
申
し
込
み
、
参
加
費
は
不
要
で
す
。
ま
た
、

当
日
は
登
山
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
事
故
な
ど
の
場
合
は
、
簡
単
な
応
急
処
置

は
し
ま
す
が
、
そ
の
後
の
処
置
は
各
自
の
責
任
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先 

越
知
山
泰
澄
塾
事
務
局　

☎
３
４ｰ

１
２
０
３

 

☎
０
９
０ｰ

６
８
１
０ｰ

５
８
３
９

咳込んで息取り戻す喉仏　　　　　　　　河合　敏子
直
ひた

向
む

きに生きた背中にある温み　　　　　岡田　智子
大雪に耐えて我慢のふきのとう　　　　　　関谷一之助
落着かぬ時間を埋める咳一つ　　　　　　　山田千栄子

遺
跡
発
掘
作
業
員
の
募
集

外
国
人
相
談
窓
口
に
つ
い
て
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　ストレスは、多少はあったほうが集中力とやる気が高まって、持てる力を発揮しやすいという良い面もあ
ります。しかし、多すぎたり長く続くと、こころだけでなくカラダも調子が悪くなってくることがあります。

【張りつめたこころの風船から空気を逃しましょう】

　ストレスの強い状態は、パンクしそうにふくらんだ風船に似ていま
す。考えれば考えるほど、風船はふくらむばかりで、空気の出口をゆる
めようとしなくなってしまいます。
　パンパンになった風船の出口をゆるめて空気を抜いてみると、ふっと
ラクになって視野が広がり、自分で問題を解決する力が戻って来ます。

【まずは、誰かに話してみましょう】

　だれかに話すと、1人では思いつかなかった、違ったものの見方や選択
肢に気づくことができます。
　ひょっとしたら、すぐに解決の糸口が見つかって、「どうして、あんな
ことで長いこと苦しんでいたんだろう」と思えるようになるかもしれま
せん。

保健衛生課  ☎34－8710問合せ先

―環境の変化の疲れが出てくる５月―

ストレスとうまく付き合いましょう
ワンポイント
「こころの健康」

①

＊健康診査を受けることができる人は次の①～③に該当する人です。
　健診当日は健康保険証を必ず、ご持参ください。
　①越前町国民健康保険に加入している40歳から74歳までの人
　②20歳から39歳までの職場などで健診を受診する機会のない人で、
　　町の健診を希望する人（必ず、事前に申し込んでください。）
　③後期高齢者医療保険に加入している人で、町の健診を希望する人
　　（必ず、事前に申し込んでください。）
　上記以外の人は加入している医療保険によって異なりますので、各保険者へお問い合わせください。
＊がん検診については医療保険に関係なく、職場などでがん検診を受診する機会のない人を対象に行います。
　大腸がん検診の検便容器は、検診の受付時間であれば、すべての会場で回収しています。

健康増進室  ☎36−1375　保健衛生課  ☎34−8710問合せ先
健康増進室  ☎36−1375
保健衛生課  ☎34−8710

申込・問合せ先

実 施 日 会　　　場 ＊健康診査
肺がん・結核検診 胃がん検診 子宮がん

乳がん検診

５月１８日（水）
道口地区集会施設 9:00～ 10:00 8:30～ 9:30

平等婦人の家 13:30～ 14:30

５月２５日（水）

織田農村環境改善センター
「サンライズ織田」 9:00～ 10:00 8:30～ 9:30 13:15～ 14:15

田中集落生活改善センター 13:30～ 14:30

５月３０日（月）

大樟地区集会施設 9:00～ 10:00 8:30～ 9:30

西三区集落センター 13:00～ 13:30

八田新保・舟場集落センター 14:30～ 15:00

５月３１日（火） 越前町役場 9:00～ 10:00 8:30～ 9:30 13:15～ 14:15

６月　１日（水）

樫津集落センター「隣保館」 9:00～ 10:00 8:30～ 9:30

広野・蚊谷寺集落センター 13:00～ 13:30

八田集落センター 14:30～ 15:00

６月１０日（金）

萩野生活改善センター 9:00～ 10:00 8:30～ 9:30

乙坂集落生活改善センター 13:00～ 13:45

栃川集落生活改善センター 14:15～ 15:00

6月15日（水）
小樟地区集会施設 9:00～ 10:00 8:30～ 9:30

気比庄集落公民館 13:30～ 14:30

成人の健康診査

　高齢者は肺炎にかかる率が高く、その原因の3割強を占めるの
が肺炎球菌と言われています。町では、肺炎を予防するために、
肺炎球菌予防接種の費用の一部を補助しています。（補助は、ひ
とり1回のみです。）
　このワクチンの効果は約５年間持続されます。接種を希望さ
れる人は、事前に必ずお申し込みください。

高齢者肺炎球菌
予防接種のお知らせ

補 助 対 象 者 町内在住の満75歳以上で接種を希望する人
 　昭和11年3月31日までに生まれた人および
 　昭和11年生で接種前日までに誕生日をむかえた人

自 己 負 担 額 5,000円（実費7,000円のところ、2,000円を補助します）
接種医療機関 織田病院

あの咳はお父さんよと子が迎え　　　　　山田　幸枝
赤ちゃんの咳に家じゅうのぞき込む　　　松村　典子

被災地の我慢に届け此の物資　　　　　　　武藤　久子
老の身に咳は禁物酒を飲む　　　　　　　　山内　千代
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5月の越前町関連の番組放送時間表

地域ふれあいチャンネル（2CH）（アナログ2ch・デジタル091ch） 丹南HOT情報チャンネル（アナログ5ch）

※番組は予告なく変更されることがありますので、
　ご了承ください。
問合せ先
　丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　☎21－3277

◎Ｊｒ［ジュニア］
　宮崎男子バレーボールスポーツ
　少年団
　  8：30～   8：45（5/11～ 17）
　13：30～ 13：45（5/11～ 17）
　20：30～ 20：45（5/11～ 17）

◎丹南歴史探訪
　西徳寺 おしょらいさん
　（精霊船送り）【再】
　  9：30～ 10：00（5/7～ 13）
　14：30～ 15：00（5/7～ 13）
　21：30～ 22：00（5/7～ 13）

◎辻・裏々　
　越前町四ツ杉編
　  9：15～   9：30（5/21～ 27）
　14：15～ 14：30（5/21～ 27）
　21：15～ 21：30（5/21～ 27）

◎越前町いきいき情報局
①7：55～②12：55～③19：55～

★	軽自動車税について
Q： 廃車（譲渡）したはずなのに、税金の通知が届いたのですが？
A：	軽自動車税は、4月1日現在、原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車、二輪の小
型自動車を所有する人にかかりますので、4月2日以降に廃車（譲渡）の手続をしても、
その年度の軽自動車税は一年分かかります。

	 4月1日以前に手続したのに納税通知書が届いた場合には、次のケースが考えられます。
１. 人に譲った場合
譲り受けた人が名義変更の手続きをしていないことが考えられます。
至急、名義変更の手続きをした上で軽自動車税をお支払いください。

２. 運輸支局・軽自動車協会で手続きした場合
軽自動車や125㏄以上の二輪車の場合,運輸支局や軽自動車検査協会で手続きを行っ
たときに不備があることが考えられます。このようなケースは、町から運輸支局や
軽自動車検査協会に調査しますので、ご連絡ください。

３. 業者に依頼して廃棄・解体した場合
業者に引き取ってもらった場合、廃車手続を行わずに解体したことが考えらます。
125㏄までの原動機付自転車は、解体業者の発行する「解体証明書」を提示してい
ただければ、その日にさかのぼり廃車としています。
軽自動車、125㏄以上の二輪車については、依頼した業者または、軽自動車検査協会、
運輸支局にお問い合わせください。

軽自動車検査協会　福井事務所　☎0776－38－9127
　　　　　　　　　福井運輸支局　☎050－5540－2057

Ｑ： 軽自動車税を口座振替にしてありますが、車検のときの納税証明書はどうすればよいで
すか？

Ａ：口座振替にされている人には振替日の約1週間後に、ハガキで車検用の納税証明書を郵
送しますので、そのハガキで車検を受けてください。

	 また、振替日からハガキが送られるまでの間に車検を受ける人は、振替されたことが記
載された通帳を、役場税務課・各コミュニティセンター住民サービス室へお持ちになり、
車検用の納税証明書の交付を受けてください。

税務課  ☎34－8709問合せ先

　平成23年度の軽自動車税は5月31日（火）が納期限になります。
　自宅に郵送された納付書により、役場、各コミュニティセンター住民サービス室、各金融
機関またはコンビニエンスストアで納付してください。
　また、障がい者本人や障がい者と生計を一にする人、もしくは障がい者を常時介護する人
が運転する自動車で、一定の要件に該当すれば、自動車税が減免される場合があります。
　その場合には、納期限の7日前（5月24日）までに役場税務課また各住民サービス室で申
請してください。

問合せ先　越前町役場　税務課　☎３４－８７０９
　　　　　宮崎住民サービス室　☎３２－７７１１
　　　　　越前住民サービス室　☎３７－７７１１
　　　　　織田住民サービス室　☎３６－２２７０

軽自動車税の納期限は5月31日（火）まで

●ＡＤＲによる紛争の解決策をご存知ですか？
ＡＤＲとは、裁判に代替する紛争解決手段の略称であり、裁判外紛争解決手続の利用の促進に関す
る法律（ＡＤＲ法）によると、「訴訟手続によらず民事上の紛争を解決しようとする紛争の当事者の
ため、公正な第三者が関与して、その解決を図る手続」と規定されています。簡単に言うと、裁判に
よることなく、法的なトラブルを解決する方法、手段などを総称する言葉で、具体的には、「仲裁」、
「調停」、「あっせん」などがあります。

●ＡＤＲのメリット
・双方とも納得できる解決をサポートします。
・専門的な知識・経験を持つ人が中立・公平な立場でサポートします。
・プライバシーは厳守されます。
・手続の内容や費用などに関しては、依頼前にわかりやすくご説明いたします。

●まずは、最寄りのＡＤＲ機関にお問い合わせください。
行政書士ＡＤＲセンター愛知　名古屋市東区葵1丁目15番30号　052－908－3021
	（敷金の返還又は当該建物の原状の回復に関する紛争相談）
http://www.aichi-gyosei.or.jp/adr/index.html

公益社団法人 総合紛争解決センター　大阪市北区西天満1丁目12番5号　06－6364－7644
（民事に関する紛争全般）　http://www.soufun.or.jp/

　壁に穴を開けられていたので、退去時に修繕費用を請求したが支払ってもらえず、困っている。また、退去
時に敷金の返還を申入れたが、「原状回復に同額を要する」と言われ、敷金が返還されず納得いかないなど、民
間賃貸住宅をめぐるトラブルをかかえている借家人や家主などの皆さんはいませんか？こんなトラブルを
かかえている人は、民間賃貸住宅分野の裁判外紛争解決手続（ＡＤＲ）を是非ご利用ください！！

消費者
豆知識

消費者生活の
ご相談は…

総務課 消費生活相談窓口  ☎34－8700
福井県消費生活センター　☎0776－22－1102
消費者ホットライン　　　☎0570－064－370

民間賃貸住宅をめぐるトラブル
をかかえていませんか？

咳込んで喉飴一つ放り込む　　　　　　　山谷　ゆり
どんと来い男の背中構えてる　　　　　　司辻　文子

咳かばうマスクおしゃれに見えてます　　　向当みつ子
子や孫をおぶった背中曲げられぬ　　　　　上坂　末男
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第
七
十
二
回

お
く
や
み

（
敬
称
略
、
4
月
15
日
現
在
）

新
し
い
家
族
で
す

（
敬
称
略
、
4
月
15
日
現
在
）
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泰
澄
和
尚
の
実
在
証
明
と
な
る
か

　
　
―
越
知
山
山
頂
採
集
の
須
恵
器
―

　

今
年
の
三
月
、
泰
澄
和
尚
の
実
在
に
迫
る
発
見
が
、
新
聞
・

テ
レ
ビ
な
ど
で
大
き
く
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

越
前
町
の
越
知
山
（
標
高
六
一
二
メ
ー
ト
ル
）
の
山
頂
付
近

に
お
い
て
、
須す

恵え

器き

と
い
う
古
代
の
焼
物
が
採
集
さ
れ
、
そ
の

作
ら
れ
た
年
代
が
奈
良
時
代
だ
と
判
明
し
た
の
で
す
。

　

須
恵
器
は
横
五
・
六
×
縦
八
・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
七
～
一
・

一
セ
ン
チ
の
破
片
。
甕か

め

の
頸
部
か
ら
肩
部
に
か
け
て
の
部
位
で

す
。
あ
な
窯
で
高
温
焼
成
し
た
た
め
、
外
面
に
は
薄
緑
色
の
自

然
釉
が
付
い
て
い
ま
す
。

　

小
さ
な
破
片
で
す
が
、
越
前
町
の
佐
々
生
窯
跡
・
樫
津
窯
跡

（
八
世
紀
中
頃
に
操
業
）
の
須
恵
器
に
類
似
品
が
あ
り
ま
す
。

全
体
的
な
色
合
い
や
自
然
釉
の
具
合
が
非
常
に
よ
く
似
て
い
ま

す
。
研
究
の
結
果
、
須
恵
器
は
八
世
紀
中
頃
に
つ
く
ら
れ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

越
知
山
山
頂
付
近
で
須
恵
器
が
採
集
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
変

意
義
深
い
こ
と
で
す
。

　

八
世
紀
中
頃
と
い
え
ば
、
泰
澄
和
尚
が
天
平
宝
字
二
年

（
七
五
八
）
に
、
白
山
か
ら
越
知
山
に
帰
っ
て
来
る
時
期
で
す
。

奈
良
の
都
で
は
、
聖
武
天
皇
の
国
分
寺
造
立
の
詔
（
七
四
一
年
）

や
大
仏
造
立
の
詔（
七
四
三
年
）が
発
せ
ら
れ
た
頃
に
な
り
ま
す
。

　

泰
澄
和
尚
が
開
い
た
伝
承
を
も
つ
山
の
頂
上
に
、
奈
良
・
平

安
時
代
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
。例
え
ば
、

文
殊
山
は
八
世
紀
後
半
、
白
山
は
九
世
紀
中
頃
、
吉
野
ヶ
岳
は

九
世
紀
の
須
恵
器
な
ど
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
越
知
山
で

は
古
代
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
ず
、
実
態
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
意
味
で
、
山
頂
で
須
恵
器
が
出
土
し
た
こ

と
は
、
泰
澄
の
実
在
性
や
越
知
山
山
岳
信
仰
を
解
明
す
る
う
え

で
大
き
な
一
歩
に
な
り
ま
す
。

　

た
っ
た
一
点
で
す
が
、誰
か
が
奈
良
時
代
に
越
知
山
に
登
り
、

痕
跡
を
残
し
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
当
時
、
山
は
神

聖
な
地
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
山
頂
に
い

た
人
物
は
、
山
林
修
行
者
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
で
し
ょ
う
。

し
か
も
、
甕
は
据
え
置
い
て
使
う
も
の
で
す
。
山
頂
付
近
に
彼

ら
が
寝
泊
ま
り
す
る
宿
坊
の
よ
う
な
建
物
が
存
在
し
た
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

4
月
17
日
に
行
わ
れ
た「
あ
し
が
た
ペ
イ

ン
ト
」の
様
子
で
す
。

　

詳
し
く
は
15
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

５
月
で
す
。

　

5
月
5
日
に
菖
蒲
湯
を
用
意
す
る
家
庭

は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
の
家
で
は
、小
さ
い
と
き
か
ら
毎
年
か

か
さ
ず
用
意
さ
れ
て
い
て
、子
ど
も
の
頃
か

ら
親
し
ん
で
き
ま
し
た
。
ア
ル
バ
ム
を
見

か
え
す
と
菖
蒲
の
葉
で
鉢
巻
き
を
し
た
写

真
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

　

独
特
な
に
お
い
に
、好
き
嫌
い
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、一
度
体
験
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

休
日
当
番
医

注
）
診
察
時
間
は
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
で
す
。 

注
）
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

人口と世帯
（4月1日現在）

人　口 23,982人

　男 11,583人
　女 12,399人
世帯数 7,287戸

（前月より51人減）

5
月
15
日（
日
） 

渡
辺
内
科
病
院 

☎
３
４ｰ

５
５
１
５

５
月
22
日（
日
） 

長
田
内
科
胃
腸
科
医
院 

☎
３
２ｰ

２
７
７
４

５
月
29
日（
日
） 

織
田
病
院 

☎
３
６ｰ

１
０
０
０

６
月
5
日（
日
） 

織
田
病
院 

☎
３
６ｰ

１
０
０
０

６
月
12
日（
日
） 

藤
田
医
院 

☎
３
４ｰ

０
０
４
４

西
田
中
　
月
田
　
　
桃も

も
（
恭
彰
、
女
）　

朝
　
日
　
柿
木
　
杏あ

ん

菜な

（
洋
平
、
女
）

佐
々
生
　
藤
井
心こ

こ々

弥み

（
裕
之
、
女
）

気
比
庄
　
野
村
　
皆み

な

愛と

（
恒
人
、
女
）

中
　
野
　
冨
山
　
颯は

や

斗と

（
晃
義
、
男
）

江
　
波
　
武
藤
　
愛み

侑う

（
泰
宗
、
女
）

陶
の
谷
　
五
十
嵐
杏あ

ん

桜ら

（
亮
、
女
）

梅
　
浦
　
森
川
亜あ

め
り
あ

莉
碧

（
モ
ハ
マ
ド
・
シ
ャ
イ
リ
ル
、
女
）

小
　
樟
　
濵
野
　
芹せ

り

菜な

（
晃
、
女
）

米
　
ノ
　
河
村
　
逸は

や

時と
き

（
豪
紀
、
男
）

上
　
野
　
水
島
　
初い

ち

華か

（
裕
彰
、
女
）

脇
　
谷
　
伊
部
　
愛あ

生お
い

（
敬
史
、
女
）

西
田
中
　
桑
原
　
一
枝
（
91
歳
）

朝
　
日
　
木
下
マ
サ
ヲ
（
90
歳
）

朝
　
日
　
増
澤
　
詢
子
（
77
歳
）

佐
々
生
　
薄
田
し
づ
か
（
96
歳
）

気
比
庄
　
青
山
　
雪
枝
（
85
歳
）

小
　
倉
　
獅
子
原
カ
ツ
ヱ
（
81
歳
）

上
糸
生
　
戸
田
ハ
ツ
ノ
（
93
歳
）

熊
　
谷
　
田
中
　
輝
治
（
78
歳
）

江
　
波
　
向
當
久
太
郎
（
99
歳
）

宿
　
　
　
相
木
　
信
一
（
87
歳
）

小
　
樟
　
川
上
ス
ミ
コ
（
87
歳
）

大
　
樟
　
向
瀨
ヨ
シ
子
（
81
歳
）

厨
　
　
　
川
渕
　
　
弘
（
90
歳
）

高
　
佐
　
三
田
村
忠
治
（
95
歳
）

●新しい図書館協議会委員のみなさんです
　委員の皆さんには、町内4図書館の事業、運営などにつきご意見・ご助言をいただきます。任期は平
成23年4月1日から平成25年3月31日までの2年間です。

●4地区の図書館に司書が
　配属されました

●各図書館のお話会

　4月より、宮崎分館、越前分館にも司書が配
属され、町内4図書館にそれぞれ司書がいます。
図書館の充実、利用促進に努めてまいりますの
で、今までにまして図書館および図書の利用を
お願いいたします。

　図書館では次のとおりお話会を開催していま
すので、ぜひご参加ください。

地　区 	氏　　　名 住　　所 地　区 	氏　　　名 住　　所

朝　日
福　島　一　郎 西　田　中 越　前 京　谷　美智子 小　　　樟
橋　本　敏　夫 市

織　田
山　岸　義　宏 赤　井　谷

岡　山　夕　子 朝　　　日 大　川　寛　子 下　河　原

宮　崎
吉　田　　　滋 樫　　　津 中　尾　洋　子 大　王　丸
川　波　堯　子 小　曽　原

学　校
進　士　美　年 四 ヶ 浦 小

越　前 清　水　美豆枝 宿 安　東　智　美 宮　崎　中

連絡先
・町立図書館　☎34－0395
・宮 崎 分 館　☎32－7712
・越 前 分 館　☎37－7713
・織 田 分 館　☎36－2288

毎月第2・第4土曜日　午後2時～

毎月第3水曜日　午後3時～

年3回実施予定

毎月第2土曜日　午後2時～

町立図書館

宮 崎 分 館

越 前 分 館

織 田 分 館

寝たきりの背中を撫でる蒸しタオル　　　木下百合子
我慢する事を覚えてから大人　　　　　　原　　榮子咳一つ声のトーンを確かめる　　　　　　関谷美和子



えちぜんカレンダー 5月16日～6月15日

生後３か月以上６か月未満 町内の指定医療機関 
対　　象　　者 場　　　　所

ＢＣＧ予防接種

生後３か月以上７歳６か月未満 町内の指定医療機関
対　　象　　者 場　　　　所

三種混合予防接種

（第１期）生後12か月以上24か月未満
（第２期）H17.4.2～H18.4.1

町内の指定医療機関

対　　象　　者 場　　　　所
麻しん・風しん混合予防接種（MRワクチン）

おはなしひろば

町立図書館織田分館　児童コーナー
場　　　　所

毎月第２土曜日
実施日

14：00～14：30
時　　間

中　　　止

毎 日
毎 日
毎 日 午 前 中
毎 週 木 曜 日
毎 日 午 前 中
毎 日 午 前 中

城 崎 南 保 育 所
西 徳 寺 保 育 園
四 ヶ 浦 保 育 園
織 田 保 育 所
た い ら 保 育 園
は ぎ の 保 育 園
朝 日 中 央 保 育 所
朝 日 西 保 育 所
朝 日 南 保 育 所
朝 日 北 保 育 所
あ さ が お 保 育 園
宮 崎 中 央 保 育 所
小 曽 原 保 育 所
陶 の 谷 保 育 所

39－1801
37－1354
37－0305
36－0160
36－0251
36－0396
34－0081
34－5602
34－1614
34－1762
34－1110
32－2067
32－2039
32－3014

実　施　日 場　　　所 電話番号
なかよしひろば（園開放）

※時間・内容などについては各保育所（園）にお問合せください。
※参加する児童は保険に加入しないため、安全管理は保護者の責任でお願いします。

再就職者のための生活就労相談

越前町役場別館

場　　　　所

5月18日（水）

実施日

13：30～16：00

時　　間

問合せ先  福井県求職者支援センター　　 0120－24－０４５１

納税のお知らせ

消費者生活ホットライン ☎0570ｰ064ｰ370

軽自動車税
納期限 5月31日（火）
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再生紙を使用しています

（越前町交通安全町民指標）
私たち越前町民は、海土里（みどり）を大切にし　事故一つない町を目指します！
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月 日 行　　事　　名 時　　間 場　　　　　所

5

16日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

17日（火） 心配ごと相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

18日（水） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

19日（木）
精神科医師によるこころの健康相談
＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034 １３：3０～　　　 丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）

1歳6か月児健診 １３：３０～１４：３０ 朝日保健センター（西田中）

20日（金）
子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

ポリオ生ワクチン投与 １３：３０～１４：３０ 織田保健福祉センター（織田）

23日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

24日（火） 心配ごと相談 １３：００～１６：００ 越前地域福祉センター（梅浦）

25日（水）
子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

こころと福祉の移動相談会 １３：３０～１４：３０ 宮崎コミュニティセンター（江波）

26日（木） 2歳児歯科健診 １３：３０～１４：３０ 織田保健福祉センター（織田）

27日（金）
子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

1歳6か月児健診 １３：３０～１４：３０ 織田保健福祉センター（織田）

30日（月） 無料法律相談	 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

31日（火） 心配ごと相談 １３：００～１６：００ 織田コミュニティセンター

月 日 行　　事　　名 時　　間 場　　　　　所

6

1日（水） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

2日（火） 精神科医師によるこころの健康相談
＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034 １３：3０～　　　 丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）

3日（金） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

6日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

7日（火）
心配ごと相談 １３：００～１６：００ 宮崎コミュニティセンター（江波）

無料法律相談	 １３：００～１６：００ 織田コミュニティセンター

8日（水） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

10日（金） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

13日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

14日（火）
心配ごと相談

１３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
行政相談

15日（水） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）


